
一
頁

第
百
八
十
五
宗
議
会

施

政

方

針
（
所

信
）
表

明

栗

原

廣

海

宗
務
総
長

定
時
宗
議
会
の
開
会
に
あ
た
り
ま
し
て
、
一
言
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
宗
門
の
護
持
振
興
、
な
ら
び
に
念
仏
弘
通
に
多
大
な
る
御
尽
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
深
甚
な
る
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と
、
こ
の
た
び
の
宗
務
総
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
図
ら
ず
も
無
投
票
に
て
当
選
の
栄
を
賜
り
、
そ
の

重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
立
候
補
に
あ
た
り
、
全
国
の
御
寺
院
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
温

か
い
激
励
と
切
実
な
御
期
待
を
肌
身
に
感
じ
、
今
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

栗
眞
惠
光
・
岡
知
道
両
総
務
と
共
に
新
し
い
内
局
と
し
て
前
内
局
の
実
績
を
尊
重
・
継
承
し
な
が
ら
も
、
更
な
る
発
展

を
期
し
て
、
改
革
前
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

我
が
高
田
派
は
、
真
宗
の
中
で
も
最
も
古
い
歴
史
を
誇
り
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
真
筆
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
の
法

宝
物
を
継
承
し
、
他
力
御
回
向
の
お
念
仏
の
み
教
え
を
今
日
ま
で
守
り
伝
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今

日
、
宗
門
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
地
域
社
会
の
変
容
、
価
値
観
の
多
様
化
、
さ
ら
に
は
人

一



二
頁

々
の
宗
教
意
識
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
誠
に
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
寺
院
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
地
域
の
基
盤
そ

の
も
の
が
揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
中
で
、
教
化
活
動
の
あ
り
方
、
寺
院
の
存
在
意
義
、
本
山
と
諸
寺
院
と
の
関
係
、
さ
ら
に

は
宗
派
の
財
政
基
盤
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
見
直
し
と
再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
混
迷
の
時
代
に
あ
っ
て
、
私
共
内
局
は
、
私
が
立
候
補
の
際
に
申
し
上
げ
ま
し
た
通
り
、
奉
讃
法
会
の
テ
ー
マ

で
あ
っ
た
「
弥
陀
の
よ
び
声
『
な
も
あ
み
だ
ぶ
つ
』
を
聞
い
て
ゆ
こ
う
」
を
宗
門
運
営
の
不
動
の
基
本
理
念
と
し
つ

つ
、
「
伝
統
の
継
承
と
創
造
的
発
展
」
を
基
本
的
な
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
宗
務
運
営
に
当
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
伝
統
を

守
る
こ
と
は
、
単
に
過
去
を
維
持
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
人
が
守
り
抜
い
た
精
神
を
、
現
代
、
そ
し
て
未
来

の
感
性
に
響
く
形
へ
と
昇
華
さ
せ
る
「
創
造
」
こ
そ
が
、
真
の
継
承
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
旗
印
の
も
と
、
今
後
は
立
候
補
の
際
に
掲
げ
ま
し
た
五
本
の
柱
を
さ
ら
に
具
体
化
し
、
「
宗
務
中
期

計
画
」
と
し
て
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

第
一
は
、
教
化
活
動
の
充
実
と
現
代
化
で
あ
り
ま
す
。
宗
門
が
受
け
継
い
で
き
た
尊
い
法
灯
を
、
次
の
世
代
へ
確
実

に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
は
、
現
代
の
人
々
に
伝
わ
る
言
葉
と
方
法
に
よ
っ
て
み
教
え
を
届
け
て
い
く
努
力
が
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
教
化
活
動
を
大
切
に
し
つ
つ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
積
極
的
に
活
用
し
、
法
語
、
法
話
、
行

事
、
寺
院
活
動
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
一
層
発
展
が
見
込
ま
れ
る
Ｉ
Ｔ
技

術
・
Ａ
Ｉ
技
術
に
つ
い
て
も
、
教
え
の
本
質
を
損
な
う
こ
と
な
く
適
切
に
活
用
し
、
法
話
原
稿
や
資
料
の
整
理
、
教
学

二



三
頁

情
報
の
検
索
性
向
上
、
若
い
世
代
に
向
け
た
発
信
の
補
助
な
ど
、
新
た
な
教
化
の
可
能
性
を
広
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
は
人
に
代
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
人
が
み
教
え
を
伝
え
る
た
め
の
補
助
と
し
て
活
か
す
べ
き
も

の
で
あ
り
、
そ
の
活
用
の
あ
り
方
を
宗
門
と
し
て
真
摯
に
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
二
は
、
文
化
財
の
保
護
と
活
用
で
あ
り
ま
す
。
国
宝
で
あ
る
御
影
堂
・
如
来
堂
を
は
じ
め
、
宗
祖
の
真
筆
聖
教
そ

の
他
数
々
の
法
宝
物
は
、
真
宗
高
田
派
が
受
け
継
い
で
き
た
か
け
が
え
の
な
い
法
の
遺
産
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
次

世
代
へ
確
実
に
継
承
す
る
こ
と
は
、
私
ど
も
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
責
務
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、
三
重
県
総
合
博
物
館

に
寄
託
中
の
法
宝
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
の
返
還
が
実
現
す
る
よ
う
、
「
燈
炬
殿
」
の
受
け
入
れ
環

境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
も
再
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
進
行
中
の
如
来

堂
唐
戸
の
修
理
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
重
要
文
化
財
で
あ
る
骨
堂
の
修
復
と
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
も
検
討
を

深
め
、
文
化
財
の
保
護
と
公
開
・
発
信
の
両
立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

第
三
は
、
真
宗
高
田
派
教
義
の
明
確
化
と
教
学
研
究
の
振
興
で
あ
り
ま
す
。
「
祖
訓
に
拠
る
高
田
の
宗
風
」
を
基
盤

と
し
な
が
ら
、
高
田
派
と
し
て
の
教
義
の
輪
郭
を
よ
り
明
確
に
し
、
そ
れ
を
内
外
に
示
し
て
い
く
こ
と
は
、
宗
門
の
将

来
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
現
在
の
教
学
院
の
組
織
・
運
営
を
見
直
し
、
よ
り
よ
い
興

学
・
布
教
の
拠
点
と
な
る
よ
う
再
構
築
い
た
し
ま
す
。
そ
の
場
に
お
き
ま
し
て
、
儀
礼
、
教
義
・
教
学
や
布
教
の
礎
と

な
る
高
田
派
聖
典
の
「
原
典
版
」
を
編
集
・
上
梓
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
研
究
者
養
成
に
も
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま

す
。

三



四
頁

ま
た
本
年
、
「
真
宗
高
田
派
仏
教
文
化
講
座
」
は
第
百
回
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
を
記
念
し
、
そ
の
創
始
者
で
あ
る

堯
猷
上
人
を
顕
彰
す
る
た
め
、
「
堯
猷
上
人
と
近
代
仏
教
学
の
展
開
」
を
主
題
と
す
る
特
別
講
座
を
開
講
し
、
そ
の
成

果
を
講
義
録
等
と
し
て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
現
在
、
「
教
学
振
興
協
議
会
」
で
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
実
現
に
向
け
て
着
実
に
進
め
て
い
く

所
存
で
す
。

第
四
は
、
僧
侶
養
成
と
研
鑽
の
場
の
充
実
で
あ
り
ま
す
。
宗
門
の
未
来
は
、
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
か
か
っ
て

お
り
ま
す
。
高
田
短
期
大
学
仏
教
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
若
手
僧
侶
の
育
成
を
さ
ら
に
進
め
る
と

と
も
に
、
現
職
僧
侶
に
対
し
て
も
継
続
的
に
学
び
、
研
鑽
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
場
を
再
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
学
の
み
な
ら
ず
、
現
代
社
会
に
お
い
て
寺
院
が
果
た
す
べ
き
役
割
、
教
化
の
実
践
方
法
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
に
つ

い
て
も
学
び
を
深
め
る
機
会
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
五
は
、
宗
派
財
政
の
構
造
改
革
で
あ
り
ま
す
。
宗
派
財
政
を
め
ぐ
る
状
況
は
厳
し
く
、
従
来
の
延
長
線
上
の
み
で

は
安
定
的
な
運
営
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
財
政
委
員
会
に
お
け
る
審
議
を
さ
ら
に
進
め
、

歳
出
構
造
の
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
事
業
の
可
能
性
も
模
索
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
財
政
は
宗
門
運
営
の
土
台
で
あ
り
、
そ
の
健
全
化
な
く
し
て
諸
施
策
の
推
進
は
あ
り
得
ま
せ

ん
。
痛
み
を
伴
う
見
直
し
も
含
め
、
将
来
を
見
据
え
た
責
任
あ
る
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

四



五
頁

ま
た
、
若
い
人
が
安
心
し
て
参
詣
・
散
策
で
き
る
環
境
の
整
備
を
い
た
し
ま
す
。
喫
緊
の
課
題
は
、
安
心
し
て
乳
幼

児
に
授
乳
し
た
り
お
む
つ
を
替
え
た
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
の
設
置
で
す
。

四
年
後
に
は
、
本
寺
の
一
光
三
尊
仏
奉
迎
御
開
扉
法
会
が
控
え
て
お
り
ま
す
。
周
知
の
と
お
り
、
一
光
三
尊
仏
は
宗

祖
親
鸞
聖
人
が
夢
告
に
よ
っ
て
長
野
の
善
光
寺
か
ら
分
身
を
お
受
け
に
な
っ
た
由
緒
あ
る
仏
さ
ま
で
す
。
こ
の
仏
さ
ま

を
お
迎
え
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
高
田
の
歴
史
、
法
脈
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
さ
ら
な
る
布
教
・
伝
道
に
繋
げ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
準
備
を
、
鋭
意
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
申
し
述
べ
ま
し
た
諸
課
題
は
、
宗
務
当
局
だ
け
で
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
本
山
と
諸
寺

院
、
そ
し
て
宗
議
会
が
心
を
一
つ
に
し
て
こ
そ
、
初
め
て
実
を
結
ぶ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
宗
門
の
未
来
の
た
め
、
ど
う
か
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
と
も
に
歩
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

微
力
非
才
の
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
宗
祖
の
み
教
え
を
現
代
に
、
そ
し
て
未
来
へ
と
輝
か
せ
て
い
く
た
め
、
誠
心

誠
意
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
、
今
後
と
も
一
層
の
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
開
会
に
あ
た
っ
て
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

南
无
阿
弥
陀
仏五



六
頁

宗

達

宗

達

第
一
二
四
一
号

真
宗
高
田
派
宗
制
七
十
九
条
第
二
項
に
よ
り
令
和
八
年
五
月
二
十
六
日

第
一
八
五
宗
議
会
を
召
集
せ
ら
る

令
和
八
年
四
月
二
十
八
日

宗
務
総
長

大

僧

都

増

田

修

誠

法
主
鈐
印宗

告

宗

告

第
一
二
〇
七
号

来
る
令
和
八
年
八
月
一
日
よ
り
同
五
日
ま
で
第
一
〇
〇
回
佛
教
文
化
講
座
を
開
講
す
る

令
和
八
年
六
月
三
日

宗
務
総
長

大

僧

都

栗

原

廣

海

総

務

少

僧

都

栗

眞

惠

光

総

務

少

僧

都

岡

知

道

六



七
頁

任

免

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

依
請
解
其
職

名
古
屋
別
院
評
議
員

山
田

光
照

仝

千
枝

順
道

仝

松
山

順
明

仝

近
藤

康
成

仝

安
藤

俊
清

仝

林

晃
亮

依
請
解
其
職

専
修
寺
総
代

岩
崎

克
彦

令
和
八
年
四
月
一
日

補

専
修
寺
総
代

迎
接
寺
前
住
職

花
山

光
瑞

補

専
修
寺
総
代

宗
議
会
議
員

今
橋

勝
信

補

専
修
寺
総
代

宗
議
会
議
員

中
川

和
則

補

専
修
寺
総
代

檀
信
徒
議
会
議
員

下
津

和
文

補

専
修
寺
総
代

檀
信
徒
議
会
議
員

宮
﨑

由
至

宗

告

第
一
二
〇
八
号

来
る
令
和
八
年
八
月
十
四
日
よ
り
同
十
六
日
ま
で
歓
喜
会
執
行
相
成
る

令
和
八
年
六
月
三
日

宗
務
総
長

大

僧

都

栗

原

廣

海

総

務

少

僧

都

栗

眞

惠

光

総

務

少

僧

都

岡

知

道

七



八
頁

令
和
八
年
四
月
一
日

名
古
屋
別
院
評
議
員
を
命
ず
る

蓮
教
寺
住
職

三
井

蓮
孝

東
泉
寺
住
職

鈴
木

康
之

願
隆
寺
住
職

石
濵

章
友

海
隣
寺
住
職

大
矢

教
明

明
徳
寺
住
職

柴
田

智
惠

常
照
寺
住
職

亮

雅
弘

如
来
寺
責
任
役
員
を
命
ず
る

良
珠
院
住
職

江
上

武
徳

如
来
寺
責
任
役
員
を
委
嘱
す
る

如
来
寺
総
代

山
中

久
男

如
来
寺
総
代

安
田

信
行

如
来
寺
総
代
を
委
嘱
す
る

常
超
院
檀
信
徒

山
中

久
男

良
珠
院
檀
信
徒

安
田

信
行

如
来
寺
評
議
員
を
委
嘱
す
る

常
超
院
檀
信
徒

山
中

久
男

良
珠
院
檀
信
徒

安
田

信
行

令
和
八
年
四
月
十
九
日

依
請
解
其
職

教
師
検
定
委
員
会
委
員

栗
原

廣
海

学
階
審
査
委
員
会
委
員

栗
原

廣
海

令
和
八
年
四
月
二
十
日

教
師
検
定
委
員
会
委
員
を
命
ず
る

輔
講

佐
波

真
教

学
階
審
査
委
員
会
委
員
を
命
ず
る

輔
講

松
山

智
道

令
和
八
年
四
月
三
十
日

依
請
解
其
職

真
宗
高
田
派
宗
務
総
長

真
宗
高
田
派
代
表
役
員

専
修
寺
執
事
長

専
修
寺
代
表
役
員

大

僧

都

増
田

修
誠

依
請
解
其
職

真
宗
高
田
派
総
務

真
宗
高
田
派
責
任
役
員

専
修
寺
執
事

専
修
寺
責
任
役
員

中

僧

都

藤
谷

知
良

依
請
解
其
職

真
宗
高
田
派
総
務

真
宗
高
田
派
責
任
役
員

専
修
寺
執
事

専
修
寺
責
任
役
員

中

僧

都

弓
削

弘
胤

八



九
頁

依
請
解
其
職

教
学
振
興
協
議
会
委
員

弓
削

弘
胤

依
請
解
其
職

監
正
局
長

佐
藤

唯
信

令
和
八
年
五
月
一
日

任

真
宗
高
田
派
宗
務
総
長

誓
元
寺
住
職

大

僧

都

栗
原

廣
海

任

真
宗
高
田
派
代
表
役
員

専
修
寺
執
事
長

専
修
寺
代
表
役
員

真
宗
高
田
派
宗
務
総
長

栗
原

廣
海

任

真
宗
高
田
派
総
務

善
行
寺
住
職

少

僧

都

栗
眞

惠
光

任

真
宗
高
田
派
責
任
役
員

専
修
寺
執
事

専
修
寺
責
任
役
員

真
宗
高
田
派
総
務

栗
眞

惠
光

任

真
宗
高
田
派
総
務

立
法
寺
住
職

少

僧

都

岡

知
道

任

真
宗
高
田
派
責
任
役
員

専
修
寺
執
事

専
修
寺
責
任
役
員

真
宗
高
田
派
総
務

岡

知
道

依
請
解
其
職

監
正
局
委
員

福
岡

憲
亮

仝

劉

貞
純

仝

出
見

隆
文

仝

長
井

一
哉

宗
務
顧
問
を
命
ず
る

信
福
寺
住
職

藤
谷

知
良

宗
務
企
画
室
室
長
を
命
ず
る

宗
務
顧
問

藤
谷

知
良

補

専
修
寺
総
代

厚
源
寺
檀
信
徒

内
田

勝
久

九



一
〇
頁

令
和
八
年
五
月
七
日

第
百
八
十
五
宗
議
会
説
明
委
員
を
命
ず
る

宗
務
顧
問

藤
谷

知
良

宝
物
館
館
長

大
野

照
文

庶
務
課
課
長

上
田

隆
順

教
学
課
課
長

藤
澤

真
樹

財
務
課
課
長

玉
野

章
法

参
拝
課
課
長

中
野

達
照

共
済
会
事
務
局

梅
林

清
香

顧
問
会
計
士

山
中

利
之

第
百
八
十
五
宗
議
会
宗
務
委
員
を
命
ず
る光

徳
寺
住
職

長
井

一
哉

高
田
学
苑
学
苑
長

梅
林

久
高

高
田
幼
稚
園
園
長

佐
藤

弘
道

高
田
福
祉
事
業
協
会

髙
林

光
曉

高
田
会
館
支
配
人

磯
谷

優

第
百
八
十
五
宗
議
会
書
記
を
命
ず
る

録
事

小
谷

正
信

録
事
心
得

田
中

光
明

令
和
八
年
五
月
十
三
日

依
請
解
其
職

宗
議
会
事
務

上
田

隆
順

宗
議
会
事
務
を
命
ず
る

庶
務
課

山
川

蓮
生

令
和
八
年
五
月
二
十
六
日

任

監
正
局
長

光
徳
寺
住
職

長
井

一
哉

令
和
八
年
六
月
一
日

依
請
解
其
職

福
井
別
院
総
代

佐
々
木
照
信

福
井
別
院
評
議
員

伊
藤

雅
念

仝

藤
原

法
壽

仝

転
法
輪
智
見

任

福
井
別
院
副
輪
番

稱
名
寺
住
職

転
法
輪
智
見

福
井
別
院
総
代
を
命
ず
る

大
願
寺
住
職

畑

和
光

福
井
別
院
評
議
員
を
命
ず
る

要
願
寺
住
職

丹
羽

俊
紹

光
照
寺
住
職

加
藤

智
性

正
行
寺
住
職

佐
々
木
照
信

一
〇



一
一
頁

組
長
交
代

令
和
八
年
四
月
二
十
二
日

依
請
解
其
職

北
海
道
組
組
長

朝
妻

慈
勝

北
海
道
組
組
長
を
命
ず
る

長
正
寺

長
井

悠
見

令
和
八
年
四
月
三
十
日

依
請
解
其
職

三
重
第
二
組
甲
部
東
組
長

栗
眞

惠
光

三
重
第
十
三
組
組
長

駒
田

文
祥

福
井
第
二
組
組
長

藤
原

法
壽

三
重
第
二
組
甲
部
東
組
長
を
命
ず
る

信
行
寺

髙
藤

真
順

令
和
八
年
五
月
一
日

三
重
第
十
三
組
組
長
を
命
ず
る

正
福
寺

畠
山

義
啓

福
井
第
二
組
組
長
を
命
ず
る

光
照
寺

加
藤

智
性

住
職
代
務
者

令
和
八
年
四
月
十
四
日

三
重
県
津
市
香
良
洲
町

西
方
寺
住
職

押
小
路
蓮
優

三
重
県
津
市
香
良
洲
町

補

浄
現
寺
住
職
代
務
者

令
和
八
年
四
月
二
十
二
日

三
重
県
四
日
市
市
赤
堀

誓
元
寺
住
職

栗
原

廣
海

三
重
県
四
日
市
市
浜
田
町

補

崇
顕
寺
住
職
代
務
者

教

師

令
和
八
年
五
月
五
日

任

教

師

浄
誓
寺
衆
徒

花
見

栄
輝

任

教

師

上
宮
寺
衆
徒

清
水
谷
亮
慶

任

教

師

善
休
寺
衆
徒

中
元

誠
実

一
一



一
二
頁

任

教

師

義
明
寺
衆
徒

髙
藤

源
樹

任

教

師

献
忠
寺
衆
徒

福
田

和
光

任

教

師

善
福
寺
衆
徒

髙
沼

秀
隆

任

教

師

善
福
寺
衆
徒

髙
沼

秀
雅

任

教

師

西
蓮
寺
衆
徒

朝
日

敬
信

任

教

師

西
光
寺
衆
徒

藤
原

妙
里

任

教

師

福
專
寺
衆
徒

上
田

真
順

任

教

師

善
性
寺
衆
徒

藤
善

啓
正

任

教

師

松
林
寺
衆
徒

吉
田

友
照

任

教

師

専
誠
寺
衆
徒

増
田

久
遠

任

教

師

寿
福
寺
衆
徒

但
野

邦
広

任

教

師

即
現
寺
衆
徒

竹
中

淳
亮

任

教

師

明
蓮
寺
衆
徒

日
露

桃
溪

僧

階

令
和
八
年
四
月
二
十
七
日

任

中

僧

都

権
大
僧
都

大

僧

都

栗
原

廣
海

令
和
八
年
四
月
三
十
日

贈

権
少
僧
正

増
田

修
誠

贈

権
大
僧
都

藤
谷

知
良

贈

権
大
僧
都

弓
削

弘
胤

令
和
八
年
五
月
五
日

授

律

師

花
見

栄
輝

授

権
中
僧
都

清
水
谷
亮
慶

授

律

師

中
元

誠
実

授

律

師

髙
藤

源
樹

授

律

師

福
田

和
光

授

律

師

髙
沼

秀
隆

授

律

師

髙
沼

秀
雅

授

律

師

朝
日

敬
信

授

律

師

藤
原

妙
里

授

律

師

上
田

真
順

授

律

師

藤
善

啓
正

授

律

師

吉
田

友
照

授

権
中
僧
都

増
田

久
遠

授

律

師

但
野

邦
広

授

律

師

竹
中

淳
亮

授

律

師

日
露

桃
溪

一
二



一
三
頁

身
分
堂
班

令
和
八
年
四
月
二
十
日

列

其
身
一
代
堂
班

老
分
一
等

院
家
二
等

院
家
一
等

院
家
首
席
二
等

院
家
首
席
一
等

准
上
座
格
三
等

西
光
寺
衆
徒

藤
原

妙
里

褒

賞

令
和
八
年
五
月
二
十
一
日

本
山
褒
賞

専
誠
寺
住
職

増
田

修
誠

西
徳
寺
住
職

玉
置

継
雄

善
行
寺
檀
信
徒

林

正
樹

本
徳
寺
檀
信
徒

村
田

義
行

祖
師
寿
章

成
満
寺
住
職

米
田

尚
義

泉
光
寺
住
職

宇
都
宮
教
信

西
運
寺
前
住
職

金
信

光
順

蓮
珠
寺
衆
徒

安
藤

恒
海

本
山
表
彰

龍
光
寺
住
職

米
増

龍
雲

惠
日
寺
住
職

濱
島

妙
美

聖
洞
寺
住
職

髙
臣

亮
雄

浄
福
寺
住
職

隆

妙


専
照
寺
住
職

加
藤

正
美

光
明
寺
住
職

小
川

精
道

専
誠
寺
住
職

増
田

修
誠

大
雲
寺
前
住
職

水
野

顕
明

光
明
寺
前
住
職

鳥
居

宏
文

安
照
寺
衆
徒

酒
井

哲
教

常
楽
寺
坊
守

青
木

康
子

一
乘
寺
坊
守

市
橋

惟
子

海
隣
寺
前
坊
守

眞
月
た
づ
子

一
三



一
四
頁

住
職
在
職
五
十
年

延
命
寺
住
職

藤
田

正
忠

上
品
寺
住
職

松
山

敏
彦

大
圓
寺
住
職

寺
本

賢
照

大
空
寺
住
職

戸
田

朝
雄

還

俗

令
和
八
年
五
月
三
十
一
日

三
重
県
松
阪
市
嬉
野
小
村
町

正
福
寺
衆
徒

髙
福

妙
恵

布
教
任
命

堯
祺
上
人
御
正
当

五
・
六

逮
夜

権
中
僧
都

松
山

智
道

五
・
七

晨
朝

権
中
僧
都

里
榮

秀
教

日
中
兼
逮
夜

少

僧

都

千
草

篤
昭

五
・
八

晨
朝

少

僧

都

岡

知
道

日
中

律

師

水
谷

忍
英

親
鸞
聖
人
降
誕
会

五
・
二
一

日
中

権
中
僧
都

田
中

明
誠

五
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
晨
朝
）

五
・
一

権
中
僧
都

中
村

宜
成

五
・
二

中

僧

都

佐
藤

弘
道

五
・
三

大

律

師

髙
島

光
憲

五
・
四

中

僧

都

青
木

義
成

五
・
五

律

師

若
林

妙
百

五
・
六

権
中
僧
都

栗
廼

隆
興

五
・
九

権
大
僧
都

戸
田

栄
信

五
・
一
〇

権
中
僧
都

田
中

明
誠

五
・
一
一

大

律

師

松
谷

慧
光

五
・
一
二

権
中
僧
都

上
杉

祥
樹

五
・
一
三

律

師


尾

真
祐

五
・
一
四

権
中
僧
都

中
村

宜
成

五
・
一
五

少

僧

都

岡

知
道

五
・
一
六

権
中
僧
都

松
山

智
道

五
・
一
七

律

師

田
中

唯
聴

五
・
一
八

権
大
僧
都

松
田

信
慶

五
・
一
九

律

師

磐
城

英
嗣

一
四



一
五
頁

五
・
二
〇

大

律

師

北
畠

大
道

五
・
二
一

権
中
僧
都

栗
真

光
暁

五
・
二
二

律

師

堤

一
真

五
・
二
三

少

僧

都

久
野

俊
彦

五
・
二
四

律

師

津
賀

開
導

五
・
二
五

権
中
僧
都

鷲
山

了
悟

五
・
二
六

権
大
僧
都

浦
井

宗
司

五
・
二
七

大

律

師

髙
島

光
憲

五
・
二
八

権
中
僧
都

藤
浦

弘
導

五
・
二
九

権
大
僧
都

島

義
恵

五
・
三
〇

律

師

隆

妙


五
・
三
一

律

師

北
畠

心
淳

五
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
逮
夜
・
日
中
）

五
・
九

逮
夜

権
少
僧
都

髙
藤

英
光

五
・
一
〇

日
中

権
少
僧
都

髙
藤

英
光

五
・
一
五

逮
夜

律

師

隆

妙


五
・
一
六

日
中

権
中
僧
都

栗
廼

隆
興

六
月
御
影
堂
常
在
説
教
（
晨
朝
）

六
・
一

律

師

冨
田

健
自

六
・
二

権
中
僧
都

中
村

宜
成

六
・
三

中

僧

都

青
木

義
成

六
・
四

少

僧

都

久
野

俊
彦

六
・
五

権
中
僧
都

上
杉

祥
樹

六
・
六

権
中
僧
都

松
山

智
道

六
・
七

律

師

隆

妙


六
・
八

権
大
僧
都

戸
田

栄
信

六
・
九

権
中
僧
都

中
村

宜
成

六
・
一
〇

権
中
僧
都

栗
真

光
暁

六
・
一
一

律

師

的
屋

宝
海

六
・
一
二

権
中
僧
都

田
中

明
誠

六
・
一
三

権
中
僧
都

藤
浦

弘
導

六
・
一
四

権
中
僧
都

田
中

明
誠

六
・
一
五

大

律

師

松
谷

慧
光

六
・
一
六

権
中
僧
都

藤
浦

弘
導

六
・
一
七

権
中
僧
都

三
井

蓮
孝

六
・
一
八

大

律

師

髙
島

光
憲

六
・
一
九
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第 185 宗議会 報告 

令和 8年 5月 26 日から 5月 28 日の 3日間、第 185 宗議会が高田会館ホー

ルにて開催された。 

5月 13 日には本議会に関する運営委員会が開催され、日程進行について協

議された。 

5月 26 日、本議会に先立ち両御堂中陣にて勤行。再び議場にて勤行をおこ

なったのち、法主殿のお言葉をいただき午前 10時 30 分に議長が開会宣言を

行い、議事進行された。 

議会は、承認事項として、監正局長の選任について議会の承認がおこなわ

れ、宗務総長の所信表明、両総務の挨拶から始まり、関係各機関の報告を受

けた。 

引き続き議案第 1号から議案第 7号の上程が行われるとともに、総体質問

がおこなわれた。  

議会は、午後 3時頃には休会となり、議案に関連する修理現場の見学のの

ち、第 1日目を終えた。 

今議会は議員改選最初の定例宗議会となるため、同日午後 5時より法主

殿、内局及び説明委員を迎えてますますの親睦を深めることと慰労とを兼ね

た懇親会を行った。 

5月 27 日第 2日目午前 9時 30 分議会が再開された。暫時休会となり、委

員会精査となった。各議案は委員全員の賛成により議案は承認され本会議が

再開された。 

本会議では報告事項による質疑応答、山政一般に関する質問が一段落し、

午後３時ごろには休会となり、法主殿からのおすすめもあり、有志議員にて

燈炬殿の見学がおこなわれた。 

5月 28 日第３日目午前 9時 30 分議会が再開され、議案 8号をふくめて議

案採決が行われ、上程された全議案は全員賛成にて可決され、第 185 宗議会

の行程が終了し議長が閉会宣言を行い、午前 10時 30 分閉会した。 

閉会後、議場に法主殿をお迎えし議長が議事の奉告を申し上げ、お言葉を

いただき、解散となった。 

提出され可決された議案及び報告は次のとおりである。 

以上 

一
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第１８５宗議会議案 
 

承認事項１ 監正局長選任について 

議案第１号 令和８年度 真宗高田派歳入歳出予算(案) 

議案第２号 令和８年度 専修寺歳入歳出予算(案) 

議案第３号 令和８年度 真宗高田派共済会歳入歳出予算(案) 

議案第４号 令和８年度 高田派法主褒賞特別会計歳入歳出予算(案) 

議案第５号 令和８年度 専修寺聖教保存修理特別会計歳入歳出予算(案) 

議案第６号 令和８年度 国宝専修寺如来堂美観向上整備事業特別会計 

歳入歳出予算(案) 

議案第７号 関東別院規則変更について 

議案第８号 専修寺財産処分について 

報告事項  各種冥加金改定に向けて 

       

上記のとおり提出します。 

 

令和 8 年 5 月 26 日 

 

宗務総長  大僧都  栗 原 廣 海 

総  務  少僧都  栗 眞 惠 光 

総  務  少僧都  岡   知 道 

一
九



承認事項

監正局長選任について

監正局長に推薦いたします

津市雲出長常町８１９番地

三重第５組 光徳寺住職 長井一哉 師

令和 8 年 5 月 26 日 

宗務総長 大僧都 栗 原 廣 海

総  務   少僧都   栗 眞 惠 光

総  務   少僧都   岡 知 道

二
〇



歳入の部 （単位　円）

科　　　目 8年度予算額 7年度予算額

１．宗教活動収入 [ 128,660,000 ] [ 121,392,000 ]

    １．冥加金 ( 13,100,000 ) ( 13,040,000 )

        １．僧侶冥加金 ( 5,800,000 5,740,000

        ２．その他冥加金 1,300,000 1,300,000

        ３．礼録金 6,000,000 6,000,000

    ２．懇志金 ( 21,000,000 ) ( 21,000,000 )

        １．報恩講懇志金 12,000,000 12,000,000

        ２．報恩講賽銭 2,000,000 2,000,000

        ３．諸法要懇志金 4,000,000 4,000,000

        ４．団参懇志金 3,000,000 3,000,000

    ３．義納金 ( 84,560,000 ) ( 77,352,000 )

        １．寺院賦課金 84,360,000 77,220,000

        ２．過年度収入 200,000 132,000

    ４．刊行物収入 ( 10,000,000 ) ( 10,000,000 )

        １．刊行物収入 10,000,000 10,000,000

２．資産管理収入 [ 3,000,000 ] [ 1,000,000 ]

    １．資産運用収入 ( 3,000,000 ) ( 1,000,000 )

        １．諸利子 3,000,000 1,000,000

３．雑収入 [ 12,625,000 ] [ 13,240,000 ]

    １．雑収入(課税) ( 5,025,000 ) ( 5,040,000 )

        １．広告掲載料 640,000 640,000

        ２．会館等使用料 3,600,000 3,600,000

        ３．自販機手数料 90,000 90,000

        ４．その他課税収入 350,000 350,000

        ５．宗報広告掲載料 345,000 360,000

    ２．雑収入(非課税) ( 7,600,000 ) ( 8,200,000 )

        １．宗報等購読料 600,000 700,000

        ２．懇志、御礼等 2,000,000 2,000,000

        ３．参拝記念印代 4,500,000 5,000,000

        ４．その他非課税収入 500,000 500,000

４．特定資産取崩収入 [ 50,000,000 ] [ 52,000,000 ]

    １．引当金取崩収入 ( 50,000,000 ) ( 52,000,000 )

 １．引当金取崩収入 50,000,000 52,000,000

５．前年度繰越収支差額 [ 1,088,190 ] [ 1,353,011 ]

合　　　計 195,373,190 188,985,011

　令和8年6月1日～令和9年5月31日

令和8年度　真宗高田派歳入歳出予算（案）　議案第１号

二
一



歳出の部

科　　　目 8年度予算額 7年度予算額

１．宗教活動支出 [ 123,457,000 ] [ 118,853,200 ]

 １．宗教活動費 ( 63,670,000 ) ( 66,436,100 )

        １．報恩講費 18,856,000 19,156,000

        ２．諸法会費 2,482,000 2,500,000

        ３．講社補助費 4,200,000 4,700,000

 ４．旅費 2,000,000 3,000,000

        ５．扱費 470,000 400,000

        ６．宗務総長交際費 600,000 600,000

        ７．山内清掃費 1,532,000 1,650,000

        ８．諸会議費 2,340,000 2,340,000

        ９．事務費 1,800,000 2,000,000

      １０．褒賞費 2,000,000 2,000,000

      １１．団参扱費 1,001,000 362,000

      １２．広報事業費 14,300,000 15,000,000

      １３．調度費 1,798,000 750,000

      １４．出版費 1,200,000 1,200,000

      １５．負担金 900,000 802,000

 １６．修繕費 2,000,000 5,500,000

      １７．刊行物購入費 5,911,000 4,122,000

      １８．教育研究費 0 44,100

      １９．自動車諸費 120,000 150,000

      ２０．損害保険料 160,000 160,000

 ２．宗議会費 ( 4,200,000 ) ( 5,400,000 )

 １．議員手当旅費 2,500,000 3,500,000

        ２．議長交際費 200,000 200,000

        ３．議会事務局費 200,000 200,000

        ４．議会運営費 1,300,000 1,500,000

    ３．監正局費 ( 185,000 ) ( 200,000 )

        １．監正局会議費 135,000 150,000

        ２．監正局長交際費 50,000 50,000

    ４．教学費 ( 22,791,000 ) ( 16,215,000 )

        １．教学研究費 1,150,000 750,000

        ２．教学布教費 11,780,000 4,320,000

        ３．出版広報費 2,550,000 3,520,000

        ４．教学各種団体費 2,281,000 2,220,000

        ５．婦人坊守教化費 1,610,000 1,620,000

        ６．青少年教化費 2,420,000 2,785,000

        ７．檀信徒教化費 1,000,000 1,000,000

二
二



科　　　目 8年度予算額 7年度予算額

    ５．教学院運営費 ( 5,370,000 ) ( 4,925,000 )

        １．教学院研究費 1,870,000 1,395,000

        ２．調度費 100,000 100,000

        ３．諸会議費 3,400,000 3,430,000

    ６．補助金支出 ( 14,800,000 ) ( 12,800,000 )

        １．高田学苑補助金 1,100,000 1,100,000

        ２．高田幼稚園補助金 700,000 700,000

        ３．本寺崇敬費 10,000,000 8,000,000

        ４．高田会館補助金 3,000,000 3,000,000

    ７．管理費 ( 10,884,000 ) ( 11,320,000 )

        １．消耗品費 1,350,000 1,200,000

        ２．通信印刷費 3,604,000 3,520,000

        ３．水道光熱管理費 5,330,000 6,000,000

        ４．諸雑費 600,000 600,000

    ８．公租公課 （ 1,557,000 ）（ 1,557,100 ）

        １．法人税 72,000 72,000

        ２．消費税 500,000 500,000

        ３．固定資産税 985,000 985,100

２．人件費 [ 65,510,000 ] [ 65,340,000 ]

    １．給料手当 ( 65,510,000 ) ( 65,340,000 )

        １．諸給与 54,000,000 54,000,000

        ２．日直宿直費 780,000 810,000

        ３．通勤補助費 1,730,000 1,530,000

        ４．福利厚生費 9,000,000 9,000,000

３．繰入金支出 [ 1,000,000 ] [ 1,000,000 ]

    １．繰入金支出 ( 1,000,000 ) ( 1,000,000 )

        １．高田派共済会回金 1,000,000 1,000,000

４．資産取得支出 [ 2,843,100 ] [ 1,150,000 ]

    １．什器備品取得支出 ( 1,850,000 ) ( 150,000 )

    ２．リース債務支出 ( 993,100 ) ( 1,000,000 )

５．予備費 [ 1,000,000 ] [ 1,000,000 ]

６．次年度繰越収支差額 [ 1,563,090 ] [ 1,641,811 ]

合　　　計 195,373,190 188,985,011

二
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令和8年度　専修寺歳入歳出予算（案）　

令和8年6月1日～令和9年5月31日

歳入の部 （単位：円）

科　　　目 8年度予算額 7年度予算額

１．宗教活動収入 [ 293,150,000 ] [ 281,850,000 ]

　１．諸進納金 ( 89,800,000 ) ( 99,000,000 )

　　　　１．進納所冥加金 5,000,000 3,000,000

　　　　２．申物冥加金 77,000,000 77,000,000

　　　　３．賽銭 6,000,000 6,000,000

　　　　４．特別懇志金 1,800,000 13,000,000

　２．納骨堂冥加金 ( 199,800,000 ) ( 179,300,000 )

　　　　１．浄華台冥加金 87,000,000 91,500,000

　　　　２．納骨堂加入冥加金 15,000,000 14,000,000

　　　　３．納骨壇移転冥加金 800,000 800,000

　　　　４．納骨壇永年管理冥加金 2,000,000 2,000,000

　　　　５．懇志金 3,000,000 3,000,000

　　　　６．恭敬冥加金 92,000,000 68,000,000

　３．墓地冥加金 ( 3,550,000 ）( 3,550,000 ）

　　　　１．墓地管理冥加金 3,500,000 3,500,000

　　　　２．その他冥加金 50,000 50,000

２．資産管理収入 [ 4,000,000 ] [ 1,200,000 ]

　１．資産運用収入 ( 4,000,000 ) ( 1,200,000 )

　　　　１．諸利子 4,000,000 1,200,000

３．雑収入 [ 12,950,000 ] [ 12,250,000 ]

　　１．雑収入 ( 6,200,000 ) ( 4,600,000 )

　　　　１．雑収入 3,500,000 3,000,000

　　　　２．懇志金その他非課税収入 2,700,000 1,600,000

　２．蓮の会収入 ( 2,000,000 ) ( 2,500,000 )

　　　　１．蓮の会年会費 2,000,000 2,500,000

　３．宝物館収入 ( 3,150,000 ) ( 4,150,000 )

　　　　１．観覧料収入 3,000,000 4,000,000

　　　　２．グッズ等販売収入 150,000 150,000

　　４．竹あかり収入 ( 1,600,000 ) ( 1,000,000 )

　　　　１．懇志金 1,600,000 1,000,000

４．貸付金回収収入 [ 25,000,000 ] [ 25,000,000 ]

５．特定資産取崩収入 [ 2,395,000 ] [ 6,093,750 ]

　１．特定資産取崩収入 ( 2,395,000 ) ( 6,093,750 )

　１．納骨堂引当金取崩収入 0 2,892,000

　２．退職給与引当金取崩収入 2,395,000 3,201,750

６．前年度繰越収支差額 [ 411,636,710 ] [ 460,638,364 ]

合　　　計 749,131,710 787,032,114

議案第２号

二
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歳出の部

科　　　目 8年度予算額 7年度予算額

１．宗教活動支出 [ 184,530,000 ] [ 199,030,440 ]

　　１．門室費 ( 33,000,000 ) ( 33,100,000 )

　　　　１．門室費 33,000,000 33,100,000

　　２．維持費 ( 31,313,000 ) ( 36,977,000 )

　　　　１．護持費 8,380,000 7,214,000

　　　　２．恭敬費 1,152,000 1,200,000

　　　　３．事務費 4,136,000 3,600,000

　　　　４．扱待遇費 3,273,000 1,969,000

　　　　５．団参清掃費 100,000 70,000

　　　　６．協賛費 500,000 524,000

　　　　７．申物購入費 3,393,000 3,400,000

 ８．調度費 1,075,000 1,750,000

　　　　９．文化財保存費 2,460,000 2,250,000

　１０．至心院殿葬儀費 0 15,000,000

　１１．至心院殿1周忌費 6,844,000 0

　　３．管理費 ( 77,891,000 ) ( 88,998,000 )

　　　　１．自動車諸費 1,918,000 1,400,000

　　　　２．水道光熱管理費 15,630,000 14,000,000

　　　　３．緑化管理費 3,650,000 3,300,000

　　　　４．通信印刷費 7,668,000 5,280,000

　　　　５．諸消耗品費 1,832,000 1,730,000

　　　　６．リース料 0 50,000

　　　　７．損害保険料 3,800,000 3,400,000

　　　　８．土地借用料 900,000 900,000

　　　　９．租税公課 810,000 800,000

　１０．警備費 4,520,000 4,500,000

  １１．雑費 1,463,000 2,138,000

　１２．防火設備費 7,700,000 5,500,000

 １３．営繕補修費 28,000,000 46,000,000

　４．納骨堂費 ( 6,457,000 ) ( 6,168,000 )

　　　　１．法会費 4,033,000 3,758,000

　　　　２．記念品費 440,000 400,000

　　　　３．納骨堂清掃費 1,984,000 2,010,000

　５．宝物館費 ( 15,066,000 ) ( 14,297,440 )

    １．展示活動費 2,775,000 2,150,000

    ２．保存管理活動費 8,547,000 8,945,000

    ３．研究費 200,000 200,000

    ４．教育・普及活動費 50,000 50,000

    ５．グッズ制作費 200,000 200,000

二
五



科　　　目 8年度予算額 7年度予算額

    ６．広報物制作費 40,000 332,000

    ７．諸会議費 186,000 192,000

    ８．施設維持保守管理費 3,068,000 2,228,440

　６．行事費　 ( 5,843,000 ) ( 4,610,000 )

  １．業務委託費 3,970,000 2,980,000

  ２．広告宣伝活動費 327,000 450,000

  ３．記念品費 466,000 350,000

  ４．警備費 800,000 800,000

  ５．消耗品費 280,000 30,000

　　７．墓地費 ( 1,460,000 ) ( 1,380,000 )

　　　　１．維持管理費 1,380,000 1,300,000

　　　　２．諸雑費 80,000 80,000

　　８．交付金 ( 13,500,000 ) ( 13,500,000 )

　　　　１．院号交付金 13,000,000 13,000,000

　　　　２．納骨壇加入交付金 500,000 500,000

２．人件費 [ 162,115,000 ] [ 158,661,750 ]

　１．給料手当 ( 162,115,000 ) ( 158,661,750 )

　　　　１．諸給与 130,000,000 126,000,000

　　　　２．傭人費 3,000,000 3,000,000

　　　　３．日直宿直費 1,820,000 1,890,000

　　　　４．通勤補助費 3,900,000 3,570,000

　　　　５．福利厚生費 21,000,000 21,000,000

　　　　６．退職手当 2,395,000 3,201,750

３．繰入金支出 [ 14,174,738 ] [ 8,984,424 ]

1．特別会計繰入金支出 ( 14,174,738 ) ( 8,984,424 )

１．専修寺聖教保存修理特会繰入金支出 1,299,138 1,283,424

２．国宝専修寺如来堂美観向上整備特会繰入金支出 12,875,600 7,701,000

４．資産取得支出 [ 2,567,000 ] [ 6,885,000 ]

　１．什器備品取得支出 ( 2,567,000 ) ( 885,000 )

　２．ソフトウェア取得支出 ( 0 ) ( 6,000,000 )

５．特定資産支出 [ 700,000 ] [ 467,750 ]

　１．特定資産支出 ( 700,000 ) ( 467,750 )

1．退職給与引当金繰入支出 700,000 467,750

６．予備費　 [ 1,000,000 ] [ 1,000,000 ]

７．次年度繰越収支差額 [ 384,044,972 ] [ 412,002,750 ]

合　　　計 749,131,710 787,032,114 二
六



令和8年度真宗高田派共済会歳入歳出予算案

【収入の部】
令和8年6月1日から令和9年5月31日

（単位：円）

科 目 8年度予算額 7年度予算額 差  異

財産収入 ［ ］ ［ ］ ［ ］

預金利子

国公債利金

掛金収入 ［ ］ ［ ］ ［ △ 59,000 ］

寺院掛金 △ 40,000

本山職員掛金 △ 19,000

繰入金収入 ［ ］ ［ ］ ［ ］

高田派回金

償還金 ［ ］ ［ ］ ［ △ 376,000 ］

償還金 △ 376,000

雑収入 ［ ］ ［ ］ ［ ］

雑収入

積立金取崩収入 ［ ］ ［ ］ ［ ］

国公債償還

前年度繰越金 ［ ］ ［ ］ ［ △ 4,000,000 ］

収入合計 △ 2,126,000

【支出の部】 （単位：円）

科 目 8年度予算額 7年度予算額 差  異

給付金 ［ ］ ［ ］ ［ ］

祝金・見舞金

香料

慰労金

［ ］ ［ ］ ［ ］

　　奨学金

印刷製本費 ［ ］ ［ ］ ［ ］

印刷製本費

事務費 ［ ］ ［ ］ ［ ］

諸手当

雑費

［ ］ ［ ］ ［ ］

予備費 ［ ］ ［ ］ ［ ］

次年度繰越金 ［ ］ ［ ］ ［ △ 2,146,000 ］

支出合計 △ 2,126,000

国公債購入

積立金

奨学金・奨励金

奨学金

奨励金

1

議案第３号
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　　令和8年度　高田派法主褒賞特別会計歳入歳出予算（案）

歳入の部 （単位；円）

科目 本年度予算 前年度予算 増　減 備　考

１．維持資金 12,000 9,000 0

　　　利子 12,000 9,000 0 預金利息

２．法主褒賞特別基金取崩 200,000 500,000 0

３．雑収入 0 0 0 懇志等

４．前期繰越金 336,697 31,638 305,059 前年度繰越金

合計 548,697 540,638 8,059

歳出の部

科目 本年度予算 前年度予算 増　減 備　考

１．委員会費 86,000 86,000 0

　　１．委員会手当旅費 66,000 66,000 0 選考委員手当、旅費

　　２．会議費 20,000 20,000 0 選考委員会昼食代

２．褒賞費 440,000 440,000 0

　　１．記念品費 400,000 400,000 0 受賞者記念品

　　２．扱費 40,000 40,000 0 受賞者、招待者接待費

３．諸雑費 880 880 0 振込手数料

４．次期繰越金 21,817 13,758 8,059 次年度繰越金

合計 548,697 540,638 8,059

令和8年６月１日～令和9年５月３１日

議案第４号

二
八



　 　　 令和8年度 　専修寺聖教保存修理特別会計歳入歳出予算(案）

歳入の部 (単位：円)

科　　　目 8年度予算額 7年度予算額

１．国庫補助金 [ 1,823,000 ] [ 1,801,000 ]

　　　　国庫補助金 ( 1,823,000 ） ( 1,801,000 ）

国庫補助金 1,823,000 1,801,000

２．三重県補助金 [ 364,000 ] [ 360,000 ]

　　　　三重県補助金 ( 364,000 ） ( 360,000 ）

三重県補助金 364,000 360,000

３．津市補助金 [ 182,000 ] [ 180,000 ]

　　　　津市補助金 ( 182,000 ） ( 180,000 ）

津市補助金 182,000 180,000

４．所有者負担金 [ 1,299,138 ] [ 1,283,424 ]

　　　　所有者負担金 ( 1,299,138 ) ( 1,283,424 )

所有者負担金 1,299,138 1,283,424

５．雑収入 [ 0 ] [ 0 ]

　　　　雑収入 ( 0 ） ( 0 ）

雑収入 0 0

合　　計 3,668,138 3,624,424

歳出の部

科　　　目 8年度予算額 7年度予算額

１．総事業費 [ 3,662,968 ] [ 3,614,854 ]

　　　請負費 ( 3,641,968 ) ( 3,593,854 ) 松鶴堂修理請負費

人件費 1,560,300 1,555,400

原材料費 34,250 800

直接経費 1,716,330 1,710,940

特別経費 0 0

技術料等経費 0 0

消費税 331,088 326,714

　　　活用事業費 ( 21,000 ) ( 21,000 )

報償費 10,000 10,000 講師御礼

旅費 5,000 5,000

需用費 6,000 6,000 チラシ作成等

２．その他の経費 [ 5,170 ] [ 9,570 ]

　　　その他の経費 ( 5,170 ) ( 9,570 )

需用費 5,170 9,570 写真代等

合　　計 3,668,138 3,624,424

令和7年度から9年度は『曇摩伽菩薩』『須弥四域経』『親鸞消息写』『聖徳太子遺品拝領記』の修理を実施

令和8年6月1日～令和9年5月31日

議案第５号
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歳入の部 (単位：円)

科　　　目 8年度予算額

１．国庫補助金 [ 41,840,000 ]

　　　　国庫補助金 ( 41,840,000 ）

国庫補助金 41,840,000

２．三重県補助金 [ 6,437,000 ]

　　　　三重県補助金 ( 6,437,000 ）

三重県補助金 6,437,000

３．津市補助金 [ 3,218,000 ]

　　　　津市補助金 ( 3,218,000 ）

津市補助金 3,218,000

４．所有者負担金 [ 12,875,600 ]

　　　　所有者負担金 ( 12,875,600 )

所有者負担金 12,875,600

５．雑収入 [ 0 ]

　　　　雑収入 ( 0 ）

雑収入 0

合　　計 64,370,600

歳出の部

科　　　目 8年度予算額

１．総事業費 [ 64,370,600 ]

　　　本工事費 ( 61,385,200 )

旅費 21,000

需用費 36,100 文具、コピー代他

役務費 2,000 切手、収入印紙、送料

工事請負費 61,326,100

　　　設計料及び監理料 ( 2,985,400 )

委託費 2,985,400

合　　計 64,370,600

　 　　 令和8年度 　国宝専修寺如来堂美観向上整備事業特別会計歳入歳出予算(案）

令和8年6月1日～令和9年5月31日

文化庁担当官指導旅費

人件費、経費、消費税他

議案第６号

三
〇



宗教法人「真宗高田派 専修寺 関東別院」規則変更事項(新旧対照表) 

旧 新

（責任役員会の資格及び選任） 

第9条 代表役員以外の責任役員は、この法人

の総代のうちから評議員会の同意を

得た者につき代表役員が選定し、法主

の承認を経て、真宗高田派の宗務総長

（以下「宗務総長」という。）が任命

する。 

（責任役員会の資格及び選任） 

第9条 代表役員以外の責任役員は、この法人

の総代のうちから評議員会の同意を

得た護持地域の住職及び前住職から

二名、檀信徒のうちから二名を代表役

員が選定し、法主の承認を経て、真宗

高田派の宗務総長（以下「宗務総長」

という。）が任命する。 

第五節 総代役員 

（員数・資格選定及び任期） 

第22条 この法人に五人の総代役員を置く。 

２  総代役員は、護持地域の住職から一人、

檀信徒のうちから四人を、代表役員が選

定し、宗務総長が任命又は委属する。 

３ 総代の任期は、四年とする。但し再任を

妨げない。補欠総代の任期は前任者の残

任期間とする。 

第五節 総代役員 

（員数・資格選定及び任期） 

第22条 この法人に六人の総代役員を置く。 

２  総代役員は、護持地域の住職及び前住職

から二人、檀信徒のうちから四人を、代

表役員が選定し、宗務総長が任命又は委

属する。 

３ 総代の任期は、四年とする。但し再任を

妨げない。補欠総代の任期は前任者の残

任期間とする。 

第六節 評議員会 

（員数・資格選定及び任期） 

第24条 この法人に評議員会を設け、五人の評

議員を以て組織する。 

 ２ 評議員は、輪番並びに護持地域の住職又

は檀信徒のうちから衆望の帰するものを

輪番が推薦し、宗務総長が任命する。 

３ 評議員の任期は、四年とする。但し、再

任を妨げず。補欠議員の任期は、前任者

の残任期間とする。 

第六節 評議員会 

（員数・資格選定及び任期） 

第24条 この法人に評議員会を設け、七人の評

議員を以て組織する。 

 ２ 評議員は、輪番並びに護持地域の住職及

び前住職から二名、檀信徒のうちから衆

望の帰するもの三名、髙田派総務一名、

本山に関わる公認会計士一名を輪番が推

薦し、宗務総長が任命する。 

３ 評議員の任期は、四年とする。但し、再

任を妨げず。補欠議員の任期は、前任者

の残任期間とする。 

議案第７号
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旧 新 

(職務権限) 

第26条 評議員会は、この規定の制定及び改

廃・予算案その他の事柄を議決し、決

算を審査する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(職務権限) 

第26条 評議員会は、この規定の制定及び改

廃・予算案その他の事柄を議決し、決

算を審査する。 

第７節 会計監査部 

(会計監査部の設置) 

第27条  この法人は、会計監査部を置く。 

２  会計監査部は、この法人における金品の

出納並びに財産管理の状況を監査する。 

(構成) 

第28条 会計監査部に委員五名を置く。 

２  委員の任期は四年とする。ただし、補欠

委員の任期は前任者の残任期間とする。 

(選任) 

第29条 委員は、総代役員及び評議員のうちか

ら衆望の帰するものを輪番が推薦し、

宗務総長がこれを任命する。 

(監査) 

第30条 会計監査部は、毎年一回監査を行う。

ただし、必要があるときは、この限り

でない。 

(通知) 

第31条 会計監査部は、監査を行うときは、あ

らかじめ代表役員に通知しなければ

ならない。 

(監査受任義務) 

第32条 代表役員は会計監査を拒むことはで

きない。 

(資料提出義務) 

第33条 代表役員は監査に必要な書類の提出

及び説明を求められたときは、これを

拒むことはできない。 

(監査事項) 

第34条 会計監査部は、次の事項について監査

を行う。 

一 この法人の歳入歳出の決算 

三
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旧 新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７節 世話方 

 （員数・資格・選定） 

第27条 （略） 

(職務権限) 

第28条 (略) 

第29条 (略) 

第三章 財務 

（資産の区分） 

第30条 (略) 

(特別財産) 

第31条 (略) 

(基本財産) 

第32条 (略) 

(普通財産) 

第33条 (略) 

(財産の処分等) 

第34条 (略) 

(経費の支弁) 

第35条 (略) 

(予算の編成) 

二 この法人の特別会計の収支決算 

三 現金及び有価証券の出納並びに保管状況 

四 物品の出納並びに保管状況 

五 その他会計に関する事項 

(報告) 

第35条 会計監査部は、監査の結果を評議委員

会、総代役員会及び責任役員会に報告

しなければならない。 

(不正時の対応) 

第36条 会計監査部は、監査の結果、不正がある

と認めたときは、本山監正局に報告し

なければならない。 

(記録) 

第37条 会計監査部は、監査の結果を記録し、年

度ごとに保管しなければならない。 

第８節 世話方 

 （員数・資格・選定） 

第38条 (略) 

(職務権限) 

第39条 (略) 

第40条 (略) 

第三章 財務 

（資産の区分） 

第41条 (略) 

(特別財産) 

第42条 (略) 

(基本財産) 

第43条 (略) 

(普通財産) 

第44条 (略) 

(財産の処分等) 

第45条 (略) 

(経費の支弁) 

第46条 (略) 

(予算の編成) 

 

三
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旧 新 

第36条  

(予算の区分) 

第37条 (略) 

(予備費の設定及び使用) 

第38条 (略) 

(予算の追加及び更生) 

第39条 (略) 

(特別会計の設定) 

第40条 (略) 

(決算の作成) 

第41条 (略) 

(歳計余剰金・予算外収入の処置) 

第42条 (略) 

(会計年度) 

第43条 (略) 

第四章 採算目録その他の備付表簿 

(財産目録) 

第44条 (略)  

(備付表簿) 

第45条 (略) 

第五章 公益事業 

 （公益事業） 

第46条 この法人は、次の公益事業を行う。 

一   墓地事業 

二  納骨堂事業 

２  前項の事業は、別に定める「墓所事業運

営規則」に基づき代表役員が管理運営す

る。 

３  第一号及び第二号の事業に関する会計

は、一般会計から区分し、特別会計とし

て経理しなければならない。 

 

 

 

第47条 (略) 

(予算の区分) 

第48条 (略) 

(予備費の設定及び使用) 

第49条 (略) 

(予算の追加及び更生) 

第50条 (略) 

(特別会計の設定) 

第51条 (略) 

(決算の作成) 

第52条 (略) 

(歳計余剰金・予算外収入の処置) 

第53条 (略) 

(会計年度) 

第54条 (略) 

第四章 採算目録その他の備付表簿 

(財産目録) 

第55条 (略) 

(備付表簿) 

第56条 (略) 

第五章  事業 

(公益事業） 

第57条  この法人は、次の公益事業を行う。 

一   墓地事業 

二  納骨堂事業 

２  前項の事業は、別に定める「墓所事業運

営規則」に基づき代表役員が管理運営す

る。 

３  第一号及び第二号の事業に関する会計

は、一般会計から区分し、特別会計とし

て経理しなければならない。 

(公益事業以外の事業) 

第 57 条の２ この法人は次の事業を行う。 

一        不動産貸付業 
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旧 新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第六章 補則 

       (規則の変更) 

第47条 (略) 

       (解散の手続き) 

第48条 (略) 

(清算人) 

第49条 (略) 

(残余財産の帰属) 

第50条 (略) 

(宗制及び宗規の効力) 

第51条 (略) 

(施行細則) 

第52条 (略) 

 

 

 

２        前項の事業は、別に定める「不動産

貸付業運営規定」に基づき、代表役

員が管理運営する。 

３        第一項事業に関する会計は、一般会

計から区分し、特別会計として経理

しなければならない。 

４        第一項の事業から生じた収益は、こ

の法人又は公益の事業のために使

用しなければならない。 

第六章 補則 

       (規則の変更) 

第58条 (略) 

(解散の手続き) 

第59条 (略) 

(清算人) 

第60条 (略) 

(残余財産の帰属) 

第61条 (略) 

(宗制及び宗規の効力) 

第62条 (略) 

(施行細則) 

第63条 (略) 

 

 

 

附則 

一   この規則の変更は、文部科学大臣の認証

書の交付を受けた日（令和 年 月 日）

から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

三
五



 
 
 

議案第８号 
 
 
 
 

 専修寺財産処分について 
 
 
 
 

について別紙のとおり提出します 

 
 
 
 

令和 8 年 5 月 26 日 

 
 
 

宗務総長  大僧都  栗 原 廣 海 

総  務  少僧都  栗 眞 惠 光 

総  務  少僧都  岡   知 道 
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専修寺財産である土地の処分について 

１，伊勢市河崎三丁目 545 番地 1（地積 434.74 ㎡） 

２，伊勢市神久三丁目 545 番地 2（地積 38.94 ㎡） 
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三
八
頁

興
学
布
教
研
究
大
会
報
告

高
田
教
学
に
関
す
る
研
究
・
布
教
の
振
興
を
目
的
と
し

て
、
例
年
、
四
月
二
十
九
日
（
昭
和
の
日
）
に
開
催
さ
れ

て
い
る
「
高
田
派
興
学
布
教
研
究
大
会
」
は
、
高
田
派
随

一
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
大
会
で
あ
る
。
昨
年
同
様
に
、
会

場
は
高
田
会
館
ホ
ー
ル
を
使
用
し
、
午
前
九
時
十
五
分
よ

り
開
会
式
が
執
り
行
わ
れ
、
御
法
主
か
ら
お
言
葉
を
頂
戴

し
、
引
き
続
き
日
程
の
説
明
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
分

の
持
ち
時
間
で
発
表
と
な
っ
た
。

発
表
後
に
十
分
の
休
憩
を
は
さ
ん
で
の
座
談
会
（
質
疑

応
答
）
と
な
り
、
昼
食
前
に
は
閉
会
し
た
。

発
表
者
は
、
次
の
講
題
に
よ
る
発
表
で
あ
っ
た
。

「
心
理
学
か
ら
見
た
宗
教
と
現
代
に
お
け
る
仏
教
」

津
市

上
宮
寺
衆
徒

清
水
谷

亮
慶

「
現
生
正
定
聚
と
社
会
的
実
践
・
・

仏
説
無
量
寿
経
』

『

第
二
十
二
願
に
願
わ
れ
る
菩
薩
の
姿
」

四
日
市
市

正
泉
寺
前
住
職

北
島

義
信

「
方
便
の
力
」

四
日
市
市

中
山
寺
衆
徒

松
谷

慧
光

そ
の
後
、
座
談
会
（
質
疑
応
答
）
で
は
、
ご
聴
聞
い
た

だ
い
た
出
席
者
よ
り
心
理
学
と
仏
教
の
関
わ
り
、
救
い
の

姿
に
つ
い
て
、
教
義
に
関
わ
る
貴
重
な
質
問
や
感
想
を
拝

受
し
、
教
学
研
究
・
布
教
に
熱
意
の
あ
る
方
々
に
よ
っ
て

本
年
の
大
会
も
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

発
表
者
に
は
後
日
、
発
表
さ
れ
た
内
容
を
ま
と
め
て
い

た
だ
き
、
次
の
よ
う
に
ご
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

「
心
理
学
か
ら
見
た
宗
教
と
現
代
に
お
け
る
仏
教
」

津
市

上
宮
寺
衆
徒

清
水
谷

亮
慶

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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三
九
頁

私
た
ち
は
日
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
を
抱
え
な

が
ら
生
き
て
い
ま
す
。
大
き
な
問
題
が
な
く
て
も
、
将
来

へ
の
不
安
、
人
間
関
係
の
疲
れ
、
他
人
と
の
比
較
に
よ
っ

、

。

、

て

心
が
苦
し
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

心
理
学
で
は

こ
う
し
た
感
情
は
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
人
間
に
と
っ

て
自
然
な
反
応
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
は
「
分

か
ら
な
い
こ
と
」
に
不
安
を
感
じ
ま
す
。
未
来
が
見
え
な

い
と
き
、
失
敗
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
た
と
き
、
私

た
ち
は
物
事
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
く
な
り
ま
す
。
し
か

し
現
実
に
は
、
努
力
し
て
も
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

心
理
学
は
、
不
安
や
苦
し
み
の
仕
組
み
を
理
解
し
、
考

え
方
や
受
け
止
め
方
を
変
え
る
こ
と
で
心
を
軽
く
す
る
方

法
を
示
し
て
く
れ
ま
す
。
実
際
に
、
物
事
の
捉
え
方
を
変

え
る
こ
と
で
気
持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し

、「

」

か
し
一
方
で

頭
で
は
分
か
っ
て
い
る
の
に
で
き
な
い

と
い
う
苦
し
み
も
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば

「
気
に
し
な
く
て
い
い
」
と
分
か
っ
て
い

、

。「

」

て
も
気
に
な
っ
て
し
ま
う

頑
張
り
す
ぎ
な
く
て
い
い

。

、

と
理
解
し
て
い
て
も
無
理
を
し
て
し
ま
う

そ
の
た
び
に

「
な
ぜ
自
分
は
で
き
な
い
の
か
」
と
自
分
を
責
め
て
し
ま

い
ま
す
。

仏
教
で
は
、
こ
の
よ
う
な
心
の
あ
り
方
を
「
執
着
」
と

捉
え
ま
す

「
こ
う
あ
り
た
い

「
こ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら

。

」

な
い
」
と
い
う
思
い
が
強
い
ほ
ど
、
現
実
と
の
違
い
に
苦

し
み
ま
す
。
そ
し
て
浄
土
真
宗
で
は
、
そ
の
執
着
を
自
分

の
力
だ
け
で
完
全
に
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ま

す
。親

鸞
聖
人
は
、
人
間
を
「
煩
悩
具
足
の
凡
夫
」
と
表
現

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
迷
い
や
怒
り
、
欲
や
不
安
を
抱

え
た
ま
ま
生
き
る
存
在
が
人
間
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で

す
。
つ
ま
り
、
立
派
な
人
間
に
な
っ
て
か
ら
救
わ
れ
る
の

で
は
な
く
、
苦
し
み
を
抱
え
た
ま
ま
の
私
た
ち
が
そ
の
ま

ま
救
わ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
代
社
会
で
は

「
努
力
」
や
「
成
長
」
が
強
く
求
め

、

ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
努
力
は
大
切
で
す
が
、
頑
張
り
続

け
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
る
と
、
で
き
な
い
自
分
を
許

せ
な
く
な
り
ま
す
。
周
囲
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
し
て
、

本
当
の
気
持
ち
を
押
し
込
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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頁

浄
土
真
宗
で
は
、
こ
の
よ
う
に
自
分
の
力
だ
け
で
何
と

か
し
よ
う
と
す
る
あ
り
方
を
「
自
力
」
と
呼
び
ま
す
。
そ

し
て

自
力
に
は
限
界
が
あ
る
と
説
き
ま
す

そ
れ
は

努

、

。

「

力
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
自
分
の
力
だ
け
で
は
届
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
気

づ
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

「

」

。

そ
こ
で
示
さ
れ
る
の
が

他
力

と
い
う
考
え
方
で
す

他
力
と
は
、
阿
弥
陀
様
の
は
た
ら
き
に
ま
か
せ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
つ
い

「
自
分
が
頑
張
ら
な
け
れ

、

ば
な
ら
な
い
」
と
思
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
浄

土
真
宗
は

「
す
で
に
救
わ
れ
て
い
る
い
の
ち
」
を
見
つ

、

め
ま
す
。

念
仏
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
も
、
何
か
効
果
を
得
る
た

め
の
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
苦
し
み
の
中
に
あ
る
自
分

が
、
す
で
に
見
捨
て
ら
れ
て
い
な
い
と
気
づ
い
た
と
き
、

自
然
に
こ
ぼ
れ
て
く
る
言
葉
で
す
。
そ
し
て

「
お
か
げ

、

さ
ま
」
と
い
う
感
謝
が
生
ま
れ
ま
す
。

ま
た
現
代
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
し
て
他
人
と
比
較

す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
他
人
の
成
功
を
見
る
た
び

に
、

「
自
分
は
足
り
な
い
」
と
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
が

。

、「

」

あ
り
ま
す

し
か
し
浄
土
真
宗
は

比
べ
な
く
て
よ
い

と
無
理
に
励
ま
す
の
で
は
な
く

「
比
べ
て
し
ま
う
弱
さ

、

を
持
っ
た
自
分
」
を
そ
の
ま
ま
見
つ
め
ま
す
。

心
理
学
は
、
人
間
の
心
の
仕
組
み
を
理
解
し
、
苦
し
み

を
和
ら
げ
る
助
け
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
浄
土
真
宗
は
、

「
苦
し
み
を
抱
え
た
ま
ま
、
ど
う
生
き
る
か
」
を
問
い
か

け
ま
す
。
こ
の
二
つ
は
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
互
い

に
人
間
を
深
く
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
切
っ

て
も
切
れ
な
い
関
係
で
す
。
今
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ

て
は
比
較
し
て
ど
ち
ら
か
が
正
し
い
の
で
は
な
く
、
ど
ち

ら
も
大
事
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。

私
た
ち
は
、
失
敗
せ
ず
、
正
し
く
生
き
よ
う
と
努

力
し
ま
す
。
し
か
し
現
実
に
は
、
迷
い
な
が
ら
、
悩
み
な

が
ら
生
き
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
浄
土
真
宗
は
、
そ

の
よ
う
な
不
完
全
な
私
た
ち
凡
夫
を
否
定
す
る
の
で
は
な

く

「
そ
の
ま
ま
の
あ
な
た
」
に
焦
点
を
当
て
る
教
え
で

、
す
。苦

し
み
が
す
ぐ
消
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
も

「
こ
の
ま
ま
で
は
だ
め
だ
」
と
思
っ
て
い
た
自
分

、

が

「
こ
の
ま
ま
で
も
生
き
て
い
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な

、

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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四
一
頁

い
」
と
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
小
さ
な
安
心
が
、
私
た
ち
を

支
え
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
き
て
く
上
で
な
に
か
し
ら
苦
し
み
は
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
苦
し
み
の
中
で
、
お
念
仏
を
称
え
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
と
き
は
き
っ
と

「
お
か
げ
さ
ま
」
と
安
堵
す

、

る
で
し
ょ
う
。

「
現
生
正
定
聚
と
社
会
的
実
践
・
・

『
仏
説
無
量
寿
経
』
第
二
十
二
願
に願

わ
れ
る
菩
薩
の
姿
」

四
日
市
市

正
泉
寺
前
住
職

北
島

義
信

一
九
七
〇
年
代
の
世
界
に
お
い
て
宗
教
基
軸
の
社
会
運

動
が
世
界
的
規
模
で
生
ま
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
と
結
合
し

た
南
ア
フ
リ
カ
の
黒
人
意
識
運
動
、
イ
ラ
ン
イ
ス
ラ
ー
ム

革
命
、
社
会
変
革
と
不
可
分
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
解
放
の
神
学
、
北
部
イ
ン
ド
の
環
境
保
護
と
結
合
し
た

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
イ
ズ
ム
等
に
そ
の
具
体
例
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
地
域
に
根
差
し
た
宗
教
に
内
在
す

る
相
互
関
係
性
、
外
部
性
と
し
て
の
他
者
優
先
を
基
軸
に

し
た
、
自
己
中
心
主
義
か
ら
の
解
放
、
意
識
化
（Co

ns
ci

e
n
t
i
z
a
t
i
o
n

、
行
動
決
断
、
連
帯
と
非
暴
力
、
国
家
の

）

相
対
化
の
理
論
が
共
通
に
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
概
念
と

社
会
的
課
題
と
を
結
合
さ
せ
た
運
動
は
、
人
々
の
心
を
捉

え
、
非
暴
力
・
全
人
種
平
等
に
よ
る
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
撤

廃
と

「
差
異
と
平
等
」
が
並
存
す
る
共
生
社
会
の
実
現

、

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
具
体
的
成
果
を
も
た
ら
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
実
を
踏
ま
え
て
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
社

会
的
実
践
の
理
論
構
築
の
可
能
性
を
『
大
経
』
第
二
十
二

願

『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
の
「
証
文
類
」
に
探

、
っ
て
み
た

『
大
経
』
の
第
一
願
～
第
十
願
を
経
て
第
十

。

一
願
（
必
至
滅
度
の
願
）
に
誓
わ
れ
た
正
定
聚
の
内
容
深

、「

」、「

」
、

化
と
深
く
関
わ
る
の
が

出
の
第
五
門

平
等
法
身

「
広
略
相
入

「
善
巧
方
便

「
障
菩
提
門
」
等
の
概
念

」
、

」
、

で
あ
る
。
実
践
の
主
体
形
成
と
不
可
分
の
こ
れ
ら
の
概
念

把
握
は
、
自
己
を
超
え
た
本
願
力
廻
向
が
な
け
れ
ば
不
可

能
で
あ
る
。

浄
土
に
お
い
て
正
定
聚
不
退
転
の
位
に
至
っ
た
菩
薩

は

「
往
覲
偈
（
東
方
偈

」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

「
至

、

）

、

願
を
興
し
て
、
お
の
れ
が
国
も
（
厳
浄
の
国
と
）
異
な
る

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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四
二
頁

こ
と
な
か
ら
ん
と
願
」
い
、
衆
生
を
救
う
た
め
に
現
実
世

界
へ
還
り
、
喜
び
を
も
っ
て
諸
活
動
を
行
い
、
や
が
て
命

。「

」

終
と
共
に
阿
弥
陀
仏
の
国
へ
帰
る
の
で
あ
る

意
識
化

に
基
づ
く
こ
の
活
動
を
櫻
井
鎔
俊
師
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る

「
舞
台
裏
で
の
下
稽
古
、
リ
ハ
ー
サ
ル
が
今
、

。

わ
れ
わ
れ
が
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
還
相
廻
向
の
す
が
た

で
あ
る
。
や
が
て
い
の
ち
終
わ
っ
た
と
き
に
本
番
を
や
る

ん
だ

（
櫻
井
鎔
俊
『
新
装
増
補

教
行
信
証
を
読
む
』

」

法
蔵
館

。
浄
土
へ
帰
っ
た
菩
薩
は
、
必
至
滅
度
の
願
が

）

示
す
よ
う
に
、
自
然
（
じ
ね
ん
）
に
滅
度
に
至
り
、
諸
仏

「

」

。

と
な
っ
て
他
者
救
済
の

本
番

を
お
こ
な
う
の
で
あ
る

菩
薩
が
正
定
聚
不
退
転
の
位
に
至
る
の
は
、
現
実
に
浄

。

、

土
に
生
れ
て
い
な
く
て
も
可
能
で
あ
る

そ
の
具
体
例
は

廻
心
懺
悔
を
へ
て

「
い
ま
だ
死
せ
ず
し
て
す
で
に
天
身

、

を
得
」
て

「
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
」
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三

、

菩
提
心
を
発
さ
せ
た

「
阿
闍
世
」
の
姿
に
み
る
こ
と
が

、

で
き
る

『
一
念
多
念
文
意
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら

。

れ
て
い
る

「
そ
れ
衆
生
あ
っ
て
、
か
の
国
に
生
ま
れ
ん

。

と
す
る
も
の
は

み
な
こ
と
ご
と
く
正
定
の
聚
に
住
す

左

、

（

訓
、
か
な
ら
ず
仏
に
な
る
べ
き
身
と
な
れ
る
と
な
り

。
）

…
『
す
な
は
ち
往
生
す
』
と
の
た
ま
へ
る
は
、
正
定
聚
の

位
に
定
ま
る
を
『
不
退
転
（
左
訓
、
仏
に
な
る
ま
で
と
い

ふ
）
に
住
す
』
と
は
の
た
ま
へ
る
な
り

。
こ
の
こ
と
が

」

現
生
に
お
い
て
可
能
と
な
る
根
拠
は
、
化
身
土
の
構
造
に

あ
る
。
現
実
世
界
は
真
実
世
界
で
は
な
く
、
真
実
か
ら
問

わ
れ
続
け
て
い
く
世
界
で
あ
り
、
真
実
世
界
は
超
越
的
で

あ
り
つ
つ
現
実
世
界
と
「
二
重
化
」
さ
れ
た
非
分
離
的
一

「

」

。

体
的
世
界
と
し
て
捉
え
る
の
が

化
身
土

概
念
で
あ
る

一
九
七
〇
年
代
に
始
ま
る
、
地
域
に
根
差
す
宗
教
に
よ

る
社
会
的
実
践
活
動
の
基
軸
と
な
る
概
念
は

意
識
化

C

「

（

o
nsc

i
ent

i
za

tio
n

」
で
あ
る
。
こ
の
「
意
識
化
」
と
深

）

く
関
わ
る
の
が
、
現
生
正
定
聚
で
あ
る

「
意
識
化
」
を

。

も
た
ら
す
の
は
、
絶
対
者
の
霊
性
の
は
た
ら
き
で
あ
る
。

こ
の
は
た
ら
き
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
と
共
通
す
る
も

の
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
始
ま
る
宗
教
基
軸
の
社

会
的
実
践
論
は
、
過
去
と
断
絶
し
た
「
現
世
主
義
」
で
は

な
い

グ
ギ
・
ワ
・
ジ
オ
ン
ゴ

N
g
ug

i
wa

T
hi

no
g

o
,

。

（

’

一
九
三
八-

二
〇
二
五
）
に
よ
れ
ば
「
記
憶
す
る(

r
eme

m

」

、「

」

be
r)

と
は

断
片
化
さ
れ
た
も
の(d

i
s-m

e
mbe

r
ed

)

を
「
再
統
合
す
る(

r
e
-
m
e
m
b
e
r
)

」
こ
と
で
あ
り
、
分
断

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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化
さ
れ
た
過
去
を
現
実
的
に
復
元
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
行
為
が
哀
悼
な
の
で
あ
る
。
復
元
と
哀
悼
は
一
体
の
も

の
で
あ
り
、
復
元
と
い
う
社
会
実
践
活
動
の
な
い
と
こ
ろ

に
、
哀
悼
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
両
者
の
一
体
性
は
、
ま

た
「
死
者
と
生
者
」
の
一
体
性
で
も
あ
る
。
こ
の
一
体
性

は
、
相
互
関
係
性
、
万
物
に
お
け
る
絶
対
者
の
内
在
性
、

外
部
性
と
し
て
の
他
者
優
先
、
を
意
味
す
る
ア
フ
リ
カ
の

「

」

。

土
着
的
宗
教
概
念

ウ
ブ
ン
ト
ゥ

か
ら
導
き
出
さ
れ
る

「
死
者
」
と
「
生
者
」
の
共
闘
（
上
原
專
祿

、
不
二
一

）

体
性
を
可
能
な
ら
し
め

「
死
者
」
の
代
弁
者
と
し
て
の

、

「

」

、

生
者

の
平
和
的
共
生
の
社
会
的
実
践
を
支
え
る
の
は

「
諸
仏
」
に
よ
る
他
者
救
済
活
動
の
呼
び
声
の
受
け
止
め

だ
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
関
連
を
み
る
と
き

『
大
経
』
第
二
十
二
願

、

に
願
わ
れ
る
菩
薩
の
姿
は
、
現
代
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル

な
宗
教
基
軸
の
、
非
暴
力
共
生
の
実
現
を
目
指
す
社
会
的

実
践
論
の
共
通
項
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

「
方
便
の
力
」

四
日
市
市

中
山
寺
衆
徒

松
谷

慧
光

法
題
は
「
方
便
の
力
」
と
し
、
讃
題
は
『
浄
土
和
讃
』

「
善
知
識
に
あ
う
こ
と
も

お
し
う
る
こ
と
も
ま
た
か
た

し

よ
く
き
く
こ
と
も
か
た
け
れ
ば

行
ず
る
こ
と
も
な

お
か
た
し

（

真
宗
高
田
派
聖
典
』
六
二
〇
頁
）
を
あ
げ

」
『

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
讃
題
が
示
す
通
り
、
念
仏
の
教
え

を
聞
く
こ
と
や
、
そ
れ
を
他
者
へ
伝
え
る
こ
と
は
極
め
て

困
難
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
中
学
校
や
高
校
で
の
仏
教

の
授
業
や
、
本
山
で
の
法
話
な
ど
の
経
験
を
頼
り
に
、
凡

夫
で
は
到
達
し
え
な
い

「
方
便
の
力
」
に
つ
い
て
の
味

、

わ
い
を
語
っ
た
。

日
頃
、
中
学
校
や
高
校
で
仏
教
を
教
え
、
生
徒
と
対
話

、

。

す
る
な
か
で

私
の
見
解
が
変
わ
っ
た
出
来
事
が
あ
っ
た

、

「

」

そ
れ
は

大
阪
万
博
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク

に
対
す
る
見
解
で
あ
る
。
当
初
、
目
が
五
つ
あ
る
と
い
う

外
見
に
奇
妙
さ
を
覚
え
た
が
、
そ
の
設
定
背
景
（
変
形
を

繰
り
返
し
人
間
に
な
ろ
う
と
試
行
錯
誤
し
て
い
た
こ
と
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
を
今
後
も
脈
々
と
伝
え
て
い
く

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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と
い
う
願
い
が
か
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
）
を
理
解
す
る
こ

と
で
認
識
が
変
容
し
た
。
さ
ら
に
生
徒
か
ら
「
後
ろ
に
も

う
一
つ
目
が
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
、
自
身
が
物

事
を
一
面
的
に
し
か
捉
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
た
。

中
学
生
を
対
象
と
し
た
本
山
で
の
法
話
で
は
、
生
徒
の

関
心
を
引
く
た
め
に
世
俗
的
な
話
題
を
用
い
て
話
を
構
成

し
た
。
一
定
の
評
価
を
得
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
僧
籍
を

持
つ
教
員
よ
り
「
俗
世
に
仏
法
を
寄
せ
る
の
で
は
な
く
、

仏
法
に
俗
世
を
寄
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
の
指
摘
を

受
け
た
。
仏
法
を
「
わ
か
り
や
す
く
」
語
ろ
う
と
し
、
本

質
か
ら
離
れ
た
話
を
展
開
し
た
、
自
己
の
愚
か
さ
を
恥
じ

る
経
験
で
あ
っ
た
。

、

。

釈
尊
は
多
く
の
方
便
を
用
い

人
々
を
真
実
に
導
い
た

釈
尊
は
確
か
に
教
え
を
わ
か
り
や
す
く
説
い
た
が
、
そ
れ

は
決
し
て
世
俗
に
迎
合
し
た
も
の
で
は
な
い
。
我
が
子
を

失
っ
た
キ
サ
ー
ゴ
ー
タ
ミ
ー
に
対
し
、
釈
尊
は
「
死
者
を

出
し
た
こ
と
の
な
い
家
か
ら
芥
子
の
種
を
も
ら
う
」
と
い

う
手
立
て
を
示
し
た
。
キ
サ
ー
ゴ
ー
タ
ミ
ー
は
他
者
の
苦

悩
に
触
れ
る
こ
と
で
、
諸
行
無
常
や
愛
別
離
苦
と
い
う
真

実
に
目
覚
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
仏
の
智
慧
と
慈
悲
が
具

体
的
に
展
開
さ
れ
た
も
の
こ
そ
が
方
便
で
あ
る
。

、

「

、

あ
る
と
き

布
教
使
の
方
か
ら

阿
弥
陀
仏
は
近
い
か

遠
い
か

と
問
い
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た

私
は

近

」

。

「

い
」
と
答
え
た
が
、
そ
の
布
教
使
の
方
は
「
遠
い
」
と
答

え
た
。
真
意
を
理
解
し
か
ね
て
い
た
私
に
対
し
、
続
け
て

布
教
使
の
方
は

「
い
つ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も
救
う
と
願

、

わ
れ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
願
い
に
背
き
、
目
の
前
の
欲
に

浸
っ
て
い
る
の
は
誰
か
」
と
語
ら
れ
た
。
こ
の
言
葉
は
私

に
と
っ
て
、
先
輩
の
布
教
使
と
い
う
善
知
識
か
ら
発
せ
ら

れ
た
一
種
の
方
便
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

法
蔵
菩
薩
は
一
切
衆
生
を
救
う
た
め
に
王
位
を
捨
て
て

修
行
さ
れ
た
。
そ
の
大
悲
の
願
い
に
対
し
、
自
ら
が
背
を

向
け
て
生
き
て
い
た
事
実
を
深
く
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
。
そ

れ
は
、
現
代
の
戦
争
報
道
に
接
す
る
際
、
失
わ
れ
る
命
の

尊
さ
に
心
を
痛
め
る
よ
り
、
原
油
価
格
の
変
動
な
ど
の
話

題
ば
か
り
見
て
い
る
わ
が
身
の
有
様
を
見
て
も
明
ら
か
で

あ
る
。
四
十
八
の
願
い
が
示
す
「
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の

」
、「

」

、

な
い
世
界

す
べ
て
の
者
が
金
色
に
輝
く
世
界

と
は

苦
悩
や
争
い
、
偏
見
の
な
い
世
界
で
あ
る
。
偏
見
に
満
ち

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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た
存
在
を
も
そ
の
ま
ま
救
い
取
る
と
い
う
平
等
の
慈
悲
の

な
か
に
、
今
の
私
は
摂
め
取
ら
れ
て
い
る
。
仏
や
菩
薩
、

善
知
識
の
方
便
に
よ
っ
て
そ
の
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
と

き
、
自
然
と
念
仏
を
称
え
る
自
己
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
今
回
発
表
の
北
島
義
信
氏
は
、
六
月
五
日(

金)

に
龍
谷
大
学
で
開
催
さ
れ
た
真
宗
連
合
学
会
第
七
十
二
回

大
会
に
て
同
発
表
題
目
で
発
表
を
終
え
ら
れ
た
。
そ
の
大

会
で
の
発
表
持
ち
時
間
は
二
十
分
で
、
そ
れ
に
質
疑
応
答

を
含
め
て
二
十
五
分
で
あ
っ
た
。

（

、

）

以
上

藤
田

正
知

記

報
告

褒
賞
授
与
式

去
る
親
鸞
聖
人
降
誕
会
の
五
月
二
十
一
日
、
午
前
十
時

よ
り
御
影
堂
に
て
法
主
殿
ご
臨
席
を
賜
り
褒
賞
授
与
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
、
褒
賞
を
授
賞
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

法
主
殿
よ
り
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
宗
務
総
長
が
本
山

褒
賞
並
祖
師
寿
章
の
出
席
者
を
表
彰
し
記
念
品
を
渡
し
ま

し
た
。
本
年
、
檀
信
徒
（
男
性
）
で
祖
師
寿
章
を
授
賞
さ

れ
た
方
は
総
勢
百
七
十
名
で
当
日
十
三
名
の
方
々
が
元
気

に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
授
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
を

念
じ
て
お
り
ま
す
。

第
百
回
佛
教
文
化
講
座
の
お
知
ら
せ

日

程

【
第
一
日
】
八
月
一
日
（
土
）

法
主
殿
御
親
講

講

題

「
堯
猷
上
人
の
生
涯
と
事
蹟
」

【
第
二
日
】
八
月
二
日
（
日
）

講

師

東
京
大
学
名
誉
教
授

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
特
任
教
授

斎
藤

明

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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講

題

「
観
音
と
観
自
在

―
堯
猷
上
人
に
よ
る

開
講
百
年
を
記
念
し
て
―
」

【
第
三
日
】
八
月
三
日
（
月
）

講

師

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授

国
際
文
化
研
究
所
元
所
長

野
村

亨

講

題

「
東
南
ア
ジ
ア
仏
教
の
諸
相

―
上
座
部
仏
教
と
密
教
―
」

【
第
四
日
】
八
月
四
日
（
火
）

講

師

武
蔵
野
大
学
教
授

碧
海

寿
広

講

題

「
西
洋
の
仏
教
と
の
出
会
い

―
高
楠
順
次
郎
と
常
磐
井
堯
猷
」

【
第
五
日
】
八
月
五
日
（
水
）

講

師

真
宗
高
田
派
鑑
学

誓
元
寺
住
職

高
田
短
期
大
学
名
誉
教
授

栗
原

廣
海

講

題

「
仏
教
文
化
講
座
百
年
の
歴
史
と

今
後
の
展
望
」

二
〇
二
六
年

教
師
検
定
講
習
Ⅰ
受
講
要
項

教
師
資
格
を
取
得
す
る
に
は
原
則
教
師
検
定
講
習
Ⅰ
及

び
講
習
Ⅱ
の
全
日
程
へ
の
出
席
が
審
査
の
前
提
と
な
り
ま

す
。た

だ
し
、
真
宗
髙
田
派
宗
制
第
二
百
十
三
条
に
該
当
す

る
者
（
真
宗
学
、
真
宗
史
、
仏
教
学
、
仏
教
史
の
学
力
を

有
す
る
と
認
定
さ
れ
た
者
）
は
教
師
検
定
講
習
Ⅰ
が
免
除

と
な
り
ま
す
。

一
、
講
習
期
間

八
月
十
七
日
（
月
）

～
二
十
一
日
（
金
）

五
日
間

二
、
会

場

高
田
短
期
大
学

三
、
提
出
書
類

（

）

①
教
師
検
定
講
習
Ⅰ
受
講
願

本
山
所
定
の
用
紙

四
、
申
込
み
方
法

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
宗
務
院
へ
直
接
お
持
ち
い

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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た
だ
く
か
、
郵
送
又
はF

A
X

に
て
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

五
、
締
切
り

七
月
二
十
四
日
（
必
着
）

六
、
講
習
Ⅰ
受
講
料

無
料

七
、
講
習
内
容

高
田
短
期
大
学
仏
教
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の
仏
教

基
礎
講
座
（
高
田
本
山
寄
付
講
座
）
に
準
じ
る
。

講
習
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
受
講
申
込
締
切

後
郵
送
に
て
連
絡
い
た
し
ま
す
。

八
、
そ
の
他

・
高
田
短
期
大
学
で
の
科
目
等
履
修
生
制
度
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
科
目
の
単
位
取
得
者
は
講
習
Ⅰ
で
の

試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

・
各
科
目
、
最
終
日
に
試
験
を
行
い
ま
す
。
試
験
に

合
格
さ
れ
た
方
に
は
「
単
位
修
得
証
明
書
」
を
発

行
し
ま
す
。
こ
の
証
明
書
が
、
教
師
検
定
講
習
Ⅱ

の
受
講
資
格
と
な
り
ま
す
。

・
各
科
目
、
一
回
で
も
欠
席
す
る
と
、
そ
の
科
目
は

不
合
格
と
な
り
ま
す
。
不
合
格
の
場
合
、
翌
年
以

降
、
該
当
科
目
を
再
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
宿
泊
希
望
の
方
は
、
各
自
で
手
配
し
て
下
さ
い
。

会
場
ま
で
は
津
駅
よ
り
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。

・
Ａ
日
程
、
Ｂ
日
程
を
選
択
し
二
年
間
で
受
講
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
問
合
せ
は
本
山
宗
務
院
教
学
部
ま
で

電

話

〇
五
九
ー
二
三
二
ー
四
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
五
九
ー
二
三
二
ー
一
四
一
四
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四
八
頁

高
田
短
期
大
学
仏
教
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
仏
教

基
礎
講
座
（
高
田
本
山
寄
附
講
座
）
を
、
八
月
に
開
催
い

た
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
本
講
座
は
高
田
本
山
の
教
師
検
定
講
習
Ⅰ
を
兼

ね
て
お
り
ま
す
。

講
座
の
日
程

・
期

間

八
月
十
七
日
（
月
）

～

二
十
一
日
（
金
）
五
日
間

・

場

所

高
田
短
期
大
学

教
室

・

対

象

寺
族
お
よ
び
一
般

・

受
講
料

無

料

令
和
八
年
度

高
田
短
期
大
学
仏
教
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

(
)

仏
教
基
礎
講
座

高
田
本
山
寄
附
講
座

実
施
要
項

・

テ
キ
ス
ト

実
費
負
担

・

時

間

九
時

～

十
七
時
五
十
分

（

）

高
田
短
期
大
学
の
授
業
時
間
に
準
じ
る

＊
最
終
日
は
講
義
と
試
験
に
な
り
ま
す
。

各
講
座
担
当
者
と
内
容

仏
教
学

講

師
：
島

義
厚（

真
宗
高
田
派
聖
賢
寺
住
職
）

講
義
内
容
：
釈
尊
の
生
涯
を
概
観
し
、
二
十
九
歳
で
出

家
さ
れ
た
釈
尊
が
何
を
求
め
ら
れ
た
の
か
、
六
年
の
修

行
の
後
ブ
ッ
ダ
と
な
っ
て
私
た
ち
に
何
を
教
え
よ
う
と

、

、

さ
れ
た
の
か
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て

仏
教
と
は
何
か

仏
教
を
学
ぶ
意
義
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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四
九
頁

真
宗
学

講

師
：
松
山

智
道

（
仏
教
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、

高
田
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
）

講
義
内
容
：
親
鸞
聖
人
の
本
願
他
力
の
思
想
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。
ま
た
、
聖
人
は
「
智
慧
光
の
ち
か
ら
よ
り

本
師
源
空
あ
ら
わ
れ
て

浄
土
真
宗
を
ひ
ら
き
つ
つ

選
擇
本
願
述
べ
た
も
う
」
と
明
か
し
て
お
ら
れ
ま
す
よ

う
に
、
聖
人
の
思
想
は
七
高
僧
の
教
え
が
背
景
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
七
高
僧
の
教
え
を
併
せ
学

び
な
が
ら

「
真
宗
の
救
い
」
の
内
容
を
吟
味
し
た
い

、

と
思
い
ま
す
。

仏
教
史

講

師
：
金
信

昌
樹

（
仏
教
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

講
義
内
容
：
仏
陀
釈
尊
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
仏
教
は
、

中
国
に
伝
わ
り
歴
史
的
展
開
を
見
せ
、
そ
の
仏
教
が
朝

鮮
へ
そ
し
て
朝
鮮
を
経
由
し
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
。

そ
の
後
中
国
か
ら
直
接
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
歴
史
的
展

開
を
見
せ
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
日
本
に
お
い

て
ど
の
様
に
仏
教
が
展
開
し
た
の
か
そ
の
歴
史
を
学

び
、
そ
の
問
題
点
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

真
宗
史

講

師
：
清
水
谷
正
尊

（
仏
教
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、

高
田
短
期
大
学
学
長
）

講
義
内
容
：
親
鸞
聖
人
が
、
真
仏
上
人
や
顕
智
上
人
に

直
接
教
え
ら
れ
た
み
教
え
は
、
そ
の
後
高
田
派
の
歴
代

上
人
を
始
め
、
念
仏
を
喜
ば
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
連
綿

と
伝
え
ら
れ
、
今
日
の
私
た
ち
に
ま
で
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
念
仏
者
た
ち
の
長
い
歴
史
を
具
体
的
に
学
ぶ

こ
と
で
、
私
た
ち
が
み
教
え
に
遇
わ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
田
の
歴
史
と
法
宝
物

講

師
：
栗
原

直
子

（
仏
教
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

講
義
内
容
：
高
田
派
専
修
寺
は
親
鸞
聖
人
に
よ
っ
て
開

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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五
〇
頁

か
れ
、
直
弟
子
に
よ
っ
て
受
け
つ
が
れ
て
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す

。
そ
の
た
め
聖
人
ご
自
身
の
筆
に
よ
る
名

号
、
著
述
、
お
手
紙
や
、
弟
子
た
ち
が
書
写
し
た
聖
人

の
著
述
が
、
歴
代
上
人
に
よ
っ
て
法
宝
物
と
し
て
今
日

ま
で
大
切
に
伝
持
さ
れ
て
き
ま
し
た

。
本
講
義
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
法
宝
物
を
通
し
て
聖
人
の
教
え
に
触
れ
る

と
と
も
に
、
高
田
派
の
歴
史
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す

。

申
し
込
み
方
法

教
師
検
定
講
習
Ⅰ
と
し
て
受
講
さ
れ
る
方

本
山
指
定
の
受
講
要
項
に
準
じ
て
下
さ
い
。

一
般
受
講
の
方
（
既
に
教
師
資
格
を
お
持
ち
の
方
）

科
目
を
選
択
し
て
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
講
科
目
の
三
分
の
二
以
上
を
出
席
い
た
だ
い
た
方

に
は
「
受
講
証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
受

講
科
目
の
全
て
に
出
席
い
た
だ
き
、
試
験
に
合
格
さ

れ
た
方
に
は
、
該
当
科
目
の
「
単
位
修
得
証
明
書
」

を
発
行
し
ま
す
。

「
単
位
修
得
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
た
科
目
は
、
今

後
、
高
田
派
教
師
検
定
の
審
査
を
受
け
ら
れ
る
場
合

に
、
該
当
科
目
の
試
験
が
免
除
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

（

）

（

）

受
付
期
間
：
七
月
一
日

水

～

七
月
二
十
四
日

金

申
込
方
法
：
高
田
短
期
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ハ
ガ
キ

（

）
、

、

、

、

申
込
内
容
：
氏
名

ふ
り
が
な

性
別

年
齢

住
所

電
話
番
号
、
受
講
科
目
名
（
科
目
を
選
択
し

て
受
講
の
方
の
み
記
入
）

ご
応
募
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
個
人
情
報
保
護
の
た
め
安

全
に
保
管
し
、
本
講
座
以
外
の
目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。

申

込

先
：
〒
五
一
四-

〇
一
一
五

三
重
県
津
市
一
身
田
豊
野
一
九
五
番
地

高
田
短
期
大
学
仏
教
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

（

）

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
九
－
二
三
二
－
二
三
一
〇

代
表

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
五
九
－
二
三
二
－
六
三
一
七

E
-
m
a
i
l

b
-
c
e
n
t
e
r
@
t
a
k
a
d
a
-
j
c
.
a
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j
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五
一
頁

テ
キ
ス
ト
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

第
三
十
二
回

法
話
発
表
会

開
催
日
時

九
月
十
日
（
木
）
※

午
前
十
時
よ
り
開
会
式

会

場

宗
務
院

二
階
第
一
会
議
室

※
九
月
三
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
法
話
発
表
会
は
九

月
十
日
に
変
更
に
な
り
ま
し
た

法
話
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。
僧
侶
に
な
っ
た
ば
か
り

の
方
や
、
日
頃
法
話
を
す
る
機
会
の
あ
ま
り
な
い
若
手
を

中
心
に
法
話
を
し
て
頂
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
布
教
者
と
し
て
歩
ま
れ
る
方
を
応
援
す
る
行
事

で
す
。
是
非
、
ご
聴
聞
く
だ
さ
い
。

（
℡
〇
五
九
ー
二
三
二
ー
四
一
七
一
）

教
学
院
だ
よ
り

教
学
院
公
開
講
座
案
内

第
二
十
九
回

現
代
と
仏
法
を
考
え
る
集
い

日

時

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
（
月
）

午
後
一
時
半
～
四
時

ま
で

テ
ー
マ

と
も
に
悲
嘆
を
生
き
る

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
を
学

ぶ
な
か
で
出
会
っ
た
こ
と

講

師

堤
一
真

師
（
大
仙
寺
副
住
職
）

会
場

高
田
会
館

ホ
ー
ル

ど
な
た
で
も
自
由
に
聴
聞
で
き
ま
す
。

僧
職
の
方
は
布
袍
・
輪
袈
裟
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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五
二
頁

令
和
七
年
度
活
動
報
告

教
学
院
が
年
間
を
通
じ
て
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
に
つ

い
て
報
告
致
し
ま
す
。
ま
ず
、
毎
年
十
月
末
日
に
は
、
教

学
院
研
究
発
表
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
で
三
十

回
目
と
な
る
研
究
発
表
大
会
は
十
月
三
十
一
日(

金)

に
開

。

。

催
さ
れ
ま
し
た

発
表
題
目
と
発
表
者
は
次
の
通
り
で
す

一
、

専
照
寺
所
蔵
宗
学
関
係
資
料
に
つ
い
て

第
一
部
会

金
信

昌
樹

二
、

村
田
静
照
師
の
念
仏
生
活

第
二
部
会

田
中

明
誠

三
、

金
子
み
す
ゞ
か
ら
学
ぶ
お
墓
の
意
味

第
三
部
会

鷲
山

了
悟

午
後
か
ら
は
特
別
講
演
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
講
題

は
「
持
続
可
能
な
寺
院
を
目
指
し
て
」

―
真
宗
寺
院
、

超
宗
派
、
他
宗
教
の
教
化
活
動
に
学
ぶ

―

講
師
は
鈴

鹿
大
学
こ
ど
も
教
育
学
部
教
授
の
川
又
俊
則
氏
に
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
発
表
に
つ
い
て
は
『
教
学
院
紀
要
』
に
内
容
を

ま
と
め
た
文
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
教
学
院
の
発

行
す
る
「
教
学
院
報
」
は
年
四
回
の
発
行
予
定
で
す
。

教
学
院
の
各
部
会
の
活
動
は
次
の
通
り
で
す
。

第
一
部
会

令
和
七
年
度
、
真
宗
教
団
連
合
作
成
の
法
語
カ
レ
ン
ダ

ー
の
法
語
を
研
究
員
が
解
説
し
た
『
月
々
の
法
語
』
の
編

集
と
出
版
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
よ
り

は
じ
ま
り
ま
し
た
「
真
宗
入
門
講
座
」
は
「
一
光
三
尊
仏

絵
伝
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
全
四
回
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

第
二
部
会

毎
年
、
夏
に
開
催
し
て
い
る
「
現
代
と
仏
法
を
考
え
る

集
い
」
は
「
僧
侶
の
実
践
活
動
」

―

災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
し
て
見
え
て
く
る
も
の

―

と
題
し
ま

し
て
真
宗
大
谷
派
専
光
寺
住
職
、t

e
r
r
a

ね
っ
と
福
井
代

表
、
災
害
支
援
北
陸
門
徒
ネ
ッ
ト
共
同
代
表
の
佐
々
木
尚

氏
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
寺
院
の

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ
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五
三
頁

布
教
活
動
に
資
す
る
た
め
の
掲
示
伝
道
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第
三
部
会

毎
年
、
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
「
布
教
伝
道
講
座
」
は

今
年
度
か
ら
講
師
の
先
生
を
お
招
き
し
て
開
催
す
る
「
聞

思
の
集
い
」
と
、
法
話
を
す
る
た
め
の
研
修
を
行
う
「
布

教
伝
道
研
修
講
座

に
分
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

聞

」

。「

」

。

思
の
集
い

は
三
人
の
講
師
に
話
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た

「
布
教
伝
道
研
修
講
座
」
で
は
二
人
に
法
話
を
実
演
し
て

。

、

「

」

も
ら
い
ま
し
た

ま
た

宗
務
院
発
行
の

本
山
だ
よ
り

に
掲
載
す
る
原
稿
を
研
究
員
が
執
筆
し
て
い
ま
す
。

第
四
部
会

宝
物
館
新
設
に
伴
い
、
部
会
の
活
動
を
法
宝
物
の
研
究

に
重
点
を
置
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
多
く
の

人
が
『
影
印
高
田
古
典
』
を
研
究
し
て
き
た
中
で
、
さ
ら

に
探
究
す
べ
き
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す

本

山

行

事

予

定

（

）

七
月
・
八
月

七
月
六
日
～
七
日

至
心
院
殿
一
周
忌
法
会

八
月
一
日
～
五
日

仏
教
文
化
講
座

八
月
十
四
日
～
十
六
日

歓
喜
会

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ

五
三



五
四
頁

下
付
金
の
お
知
ら
せ

令
和
二
年
度
分
院
号
下
付
金
、
及
び
納
骨

壇
加
入
下
付
金
を
専
修
寺
正
味
財
産
に
計
上

い
た
し
ま
し
た
。

（
令
和
八
年
五
月
三
十
一
日
付
）

院
号
冥
加
金
、
及
び
納
骨
壇
加
入
冥
加
金

の
下
付
金
は
納
入
さ
れ
た
年
度
か
ら
、
五
ヵ

年
を
経
過
し
た
も
の
は
、
専
修
寺
正
味
財
産

に
計
上
さ
れ
る
た
め
、
交
付
出
来
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。

詳
し
く
は
宗
務
院
財
務
課
ま
で
お
尋
ね
下

さ
い
。

お
詫
び
と
訂
正

宗
報
第
九
六
一
号
（
令
和
八
年
四
月
）
七
頁

住
職
拝
命
の
記
事
中
に
お
き
ま
し
て
誤
り
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
、
左
記

の
よ
う
に
掲
載
並
び
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

誤

依
請
解
其
職

崇
徳
寺
住
職

大
澤

弘
道

正

依
請
解
其
職

崇
願
寺
住
職

大
澤

弘
道

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ

五
四
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五
頁

真宗高田派共済会のご案内

●全寺院対象の共済制度●
真宗高田派共済会運営規程による各種制度

○見舞金
・本堂全焼及び全壊 １００万円
・本堂半焼及び半壊 ６０万円
・庫裏全焼及び全壊 ６０万円
＊ 災害を証明する書類が必要
・境内地並境内建物が災害を被った時は、２万円をお見舞いする
＊ 被害総額が100万円以上の場合となります

○祝金
・本堂新築及び改築 ６０万円
・本堂を除く境内建物の新築および改築 １０万円
＊ 工事費が１千万円以上の場合となります
＊ 高田派代表役員が発行した新築・改築の承認書と

工事契約書の写しが必要

○住職退職慰労金（住職の死亡から６ヶ月以内に申請のこと）
在任期間により給付金が異なります
・住職在任８０年以上９０年未満 ９０万円
・住職在任７０年以上８０年未満 ８０万円
・住職在任６０年以上７０年未満 ７０万円
・住職在任５０年以上６０年未満 ６０万円
・住職在任４０年以上５０年未満 ５０万円
・住職在任３０年以上４０年未満 ４０万円
・住職在任２０年以上３０年未満 ３０万円
・住職在任１０年以上２０年未満 ２０万円
・住職在任１０年未満 １０万円

○香料（退職から６ヶ月以内に申請のこと）
上記住職退職慰労金を適用する但し慰労金を支給された住職は該当しない

○真宗教学奨学金（毎年４月末日までに申請のこと）
・高等学校生及び真宗各派の専修学院生 月額 ２万円 若干名
・大学生及び大学院生 月額 ４万円 若干名

月額 ８万円 若干名

○奨励金（毎年４月末日までに申請のこと）
共済会が指定した学校学部に得度した者が入学したときに

４万円を支給します。
給付及び申請のお問い合わせは、下記の共済会担当までお尋ねください。

真宗高田派共済会 真宗高田派宗務院内
電 話 ０５９－２３２－４１７１ ＦＡＸ ０５９－２３２－１４１４

宗 門 の お 知 ら せ宗 門 の お 知 ら せ

五
五
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「
三
重
県
人
権
教
育
基
本
方
針
」
よ
り
抜
粋

一
、
国
際
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ
う
。

一
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
。

一
、
高
齢
者
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
。

一
、
病
気
・
部
落
な
ど
に
よ
る
差
別
を
な
く
そ
う
。

一
、
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う
。

人
権
擁
護
啓
発
活
動
重
点
項
目

しんらん煎餅

真宗高田派本山専修寺様より

ご依頼を頂戴し、長谷川無弟

氏の板画を煎餅に焼き上げま

した。

有限会社  平治煎餅本店
三重県津市大門２０－１５

　TEL 059-225-3212

　FAX 059-225-3205

http://www.heijisenbei.com/
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令
和
八
年
六
月
二
十
五
日
印
刷

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日
発
行

三
重
県
津
市
一
身
田
町
二
八
一
九
番
地

電
話
（
〇
五
九
）
二
三
二
ー
四
一
七
一

http://www.senjuji.or.jp

真
宗
高
田
派
本
山
専
修
寺

宗

務

院

発

行

所

振
替
〇
〇
一
五
〇ｰ

〇ｰ

一
五
一
九
四
番

三
重
県
津
市
一
身
田
町
七
六
五
番
地

相

和

印

刷

所

印

刷

所

電
話
〈
〇
五
九
〉
二
三
二
ー
二
〇
七
〇

パスワード TA21da61 (半角英数文字です)




